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誕生日　親
（地区・自治会）

平成28年
２月生まれ

〇人権標語の部
小学生の部・優秀賞　
「きみのこと　ひとりにしない

　ぜったいに」
中村夢希（荻小６年）

 「いじわるで　みんなの笑顔　
消さないで」

佐竹拓樹（宮城台小５年）

中学生の部・優秀賞
 「『やめようよ』と言える勇気

　自分から」
本田大地（竹田中２年）

「僕たちが 生まれた奇跡　宝物」
羽田野瑞貴（久住中３年）

平成28年度竹田市「人権を守り、差別をなくす」
小・中学生人権標語・ポスターの主な入賞作品
をご紹介します。（敬称略）
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夢
を
の
せ
て
未
来
へ

郷土の植物 （334）

第143回
阿孫  久見

コショウノキ（ジンチョウゲ科）

　
低
地
や
丘
陵
地
の
木
も
れ
日
の

さ
す
半
陰
地
の
林
内
に
生
育
す
る

高
さ
１
㍍
ほ
ど
の
雌
雄
異
株
の
樹

皮
が
紫
褐
色
の
常
緑
小
低
木
で
す
。

　
互
生
の
葉
は
全
縁
で
表
面
は
光

沢
が
あ
る
長
楕
円
形
で
先
が
と
が

り
、
革
質
で
す
が
柔
ら
か
く
細
い

枝
先
に
集
ま
っ
て
つ
き
ま
す
。
葉

の
長
さ
は
16
㌢
、
幅
が
４
㌢
ほ
ど

で
す
。

　
日
中
の
気
温
が
15
度
く
ら
い
に

上
が
る
早
春
の
頃
、
枝
先
に
径

６
㍉
ほ
ど
の
白
い
芳
香
の
あ
る
が

く
が
花
弁
に
見
え
る
長
さ
１
・
５
㌢

ほ
ど
の
筒
形
の
花
を
頭
状
に
10
個

内
外
咲
か
せ
ま
す
。
花
の
先
は
４

裂
し
外
側
に
毛
が
あ
り
ま
す
。
花

の
後
、
初
夏
に
径
７
㍉
、
長
さ

１
㌢
ほ
ど
の
橙
赤
色
か
ら
赤
色
に

変
色
す
る
果
実
（
写
真
）
を
５
〜

６
個
つ
け
ま
す
。

　
和
名
の
由
来
は
５
月
下
旬
に
熟

し
た
楕
円
状
球
形
の
果
実
を
噛
む

と
非
常
に
辛
い
の
で
胡
椒
の
木
の

名
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
実
は
実

際
に
は
辛
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
竹
田
で
は
里
山
の
ス
ギ
人
工
林

な
ど
の
林
床
が
開
け
た
林
内
で
観

察
さ
れ
ま
す
が
、
個
体
は
と
て
も

少
な
い
で
す
。
花
期
は
３
月
で
す
。

中
学
生
の
部
・
優
秀
賞

廣
末
美
咲
（
竹
田
中
２
年
）　

中
学
生
の
部
・
優
秀
賞
　

姫
野
恵
理
子
（
竹
田
中
２
年
）

〇人権ポスターの部

小学生の部・優秀賞
後藤朱里（荻小５年）
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2月号 広報

2017年  動きが見えた

2017年  動きが見えた
目が離せない、新しい「竹田」の幕開けへ

人口のうごき
　　　　　　　　　 （前月比）
人　口　22,812　人（－49人 ）
男　性　10,641　人（－29人 ）
女　性　12,171　人（－20人 ）
世帯数　10,442世帯（－12世帯）
住民基本台帳登録人数

（平成29年１月１日現在）

  2   2017年  動きが見えた
　　新「文化会館」の正式名称候補が決

定！ 竹田市総合文化ホール／「竹田
市の公園整備について」の参加型意
見交換会／地域おこし協力隊が新た
な門出！  ほか

  6   まちの出来事

  8   税の申告が始まります

10   在宅医療と介護の連携フォーラム

11   たけたん情報　休日当番医情報／え
がおの子育て小児科／竹田市のこよ
み／ぼくのひめぱん／誕生おめでと
う  ほか

20   学び舎（緑ヶ丘中学校）／まるごと博
物館（竹田）

21   【交流】台湾高雄市田寮区と観光文化
友好交流都市覚書調印／ドイツって
面白い！

22   市長コラム「有由有縁」

23   ぬくもり／人権擁護委員に法務大臣
感謝状／竹田市人権擁護委員４名
に委嘱  ほか

24   郷土の植物／すくすく１歳／人権標
語・ポスター／アッパレ！100歳

■今月の表紙

夢をのせて未来へ
冬晴れのバルーンリリー
ス。子どもたちは穏やか
な陽ざしが注ぐ大地に立
つ。小さな手から放たれ
た「夢」はぐんぐんと天高
く舞い上がる。竹田の未
来に向かって――。

　「
種
を
蒔
き
、
芽
が
出
て
花
が
咲

き
、
そ
し
て
実
を
結
ぶ
」
と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
の
達
成
が
確
認
で
き
る
２
０

１
７
年
（
平
成
29
年
）
を
迎
え
ま
し

た
。

　
　
　
＊

①
図
書
館
の
完
成
と
喜
び
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ

②
文
化
会
館
の
完
成
を
見
据
え
た

準
備
体
制
の
確
立
と
運
営
の
在

り
方
を
模
索

③
29
年
度
末
に
ク
ア
ハ
ウ
ス
の
完

成
と
、
30
年
夏
ま
で
に
オ
ー
プ
ン

予
定
の
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の

運
営
母
体
が
確
立

④
城
下
町
再
生
の
目
玉
「
新
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
構
想
の
誕
生
」と「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
開
設
が
30
年

度
に
実
現

⑤
30
年
度
末
に
は
中
九
州
・
地
域

高
規
格
道
路
が
竹
田
・
鏡
イ
ン

タ
ー
ま
で
完
成

　
　
　
＊

　
平
成
29
年
度
か
ら
30
年
度
ま
で

に
ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
結
実
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
加
え
て
、
玉
来
ダ

ム
と
大
蘇
ダ
ム
の
完
成
も
同
時
期

に
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
・
Ｐ
Ｐ
Ｐ
方
式
で

推
進
す
る
居
住
環
境
の
整
備
」
が
一

挙
に
進
み
ま
す
。
平
成
30
年
入
居

開
始
に
向
け
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
ー
（
小
さ
な
エ
リ
ア
に
便
利
な

機
能
を
も
っ
た
ま
ち
）
を
目
指
し

て
、
定
住
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
農
村
回
帰
運
動
も
温
泉
療
養
保

健
制
度
も
全
国
に
先
駆
け
て
推
進

し
、
移
住
定
住
と
市
民
・
国
民
の
健

康
づ
く
り
、
さ
ら
に
は
世
界
に
通
じ

る
温
泉
療
養
地
と
し
て
の
姿
が
現
わ

れ
ま
す
。
台
湾
高
雄
市
と
の
国
際
観

光
文
化
交
流
な
ど
を
基
軸
に
し
て
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
強
化
が
図
ら
れ
、

ま
さ
に
『
世
界
の
中
の
竹
田
』
が
現

実
の
も
の
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
＊

　
本
年
５
月
開
館
に
向
け
て
、
順
調

に
建
設
の
進
む
新
図
書
館
。
昨
年

12
月
末
現
在
、
約
75
％
の
進
捗
状

況
で
、
足
場
も
取
り
除
か
れ
、
床
工

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
目
が
離
せ
な
い
、
新
し
い「
竹
田
」

の
幕
開
け
へ
。
ま
ず
は
、
新
図
書
館

の
完
成
が
そ
の
先
陣
を
飾
り
ま
す
。

■

城
下
町
交
流
拠
点
施
設
設
計
公

開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

日
時
　
２
月
27
日
㈪
　
午
後
０
時

30
分
開
場
　
午
後
１
時
開
始

場
所
　
竹
田
市
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

　
竹
田
市
で
は
、「
城
下
町
交
流
拠

点
施
設
（
竹
田
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）」
と
「
竹
田
市
新

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
仮
称
）」
の
建
設

に
あ
た
り
、
設
計
者
を
選
定
す
る
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
中
で
す
。
最
終

審
査
の
た
め
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
公
開
し
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■

歴
史
資
料
館
及
び
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
水
琴
館
は
長
期
休
館
し
ま
す

　
平
成
31
年
度
再
オ
ー
プ
ン
予
定

の「
竹
田
市
新
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
仮
称
）」

建
設
準
備
の
た
め
、
平
成
29
年
度
よ
り

歴
史
資
料
館
及
び
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水

琴
館
は
休
館
し
ま
す
。

　
な
お
、
休
館
中
は
現
・
竹
田
市
立
図

書
館
を
事
務
所
と
し
て
博
物
館
活
動
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
歴
史
資
料
館

・
４
月
１
日
㈯
よ
り
休
館
予
定
。

・
駐
車
場
は
、
解
体
工
事
が
始
ま
る
ま

で
は
利
用
可
能
で
す
。

②
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

・
５
月
15
日
㈪
よ
り
休
館
予
定
。

・
１
月
10
日
現
在
、
３
／
７
㈫
〜
26

㈰
、
４
／
11
㈫
〜
５
／
14
㈰
は
ま
だ

空
き
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
か

ら
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
問
水
琴
館
（
☎
63-

２
２

０
０
）

動きが見えた！　城下町交流拠点施設

新公共施設・主な事業等の進行スケジュール

↑建設中の「新図書館」の子ども図書室

種を蒔き、芽が出て、花が咲き始めた2017年。未来に実を結ぶ竹田市の姿を展望してみましょう。

↑来年完成する竹田市総合文化ホール

↑建設の進む竹田IC（市内鏡付近）

↑ユネスコエコパーク認定に向けて、
祖母山登山道の整備調査（MMS21
のみなさん）

※平成29年１月20日現在のものです。明確な完成
　時期等は関係部署にお問い合わせください。

平成28年（2016）名　　称 平成29年（2017） 平成30年（2018） 平成31年（2019） 平成32年（2020）以降

竹田市立図書館
● ２月休館
　◉ ３月内覧会・閉館記念行事
　　◉ ５月竣工式　開館

● 本体建設工事（平成28年12月～平成30年３月竣工予定）

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

◉ 30年秋開館
　 （国民文化祭開催）

● 基本計画・基本設計
◉ 実施設計（～12月）

◉ 本体建設工事（30.４月～）
◉ 31年度開館予定

● 実施設計（～平成29年３月）　本体工事（平成29年７月～平成30年２月予定）

● 本施設の設計・建設・入居
　 者募集業務期間（平成29年
　 １月～12月）

◉ 本施設の入居開始（市営住
　 宅供用開始）
　 （平成30年１月）

◉ ２月　日本遺産登録申請書文化庁に提出
　◉ ４月下旬頃　日本遺産審査委員会、文化庁が認定

◉ 竹田ＩＣ（竹田市鏡） 
　 県道47号竹田直入線（予定）
　 平成30年（2018年）度開通予定

◉ 平成31年度
　 事業完了

◉ 平成32年度
　 から供用開始

竹田市総合文化ホール

城下町交流拠点施設
竹田市コミュニティセン
ター（仮称）
竹田城下町・岡城跡歴史
文化交流センター（仮称）

温泉利用型健康増進
施設（ミニクアハウス）

竹田市定住促進
住宅整備事業

岡   城

ユネスコ
エコパーク

キリシタン
南蛮文化遺産

中九州横断道路

大蘇ダム

玉来ダム

● ８月「祖母・傾・大崩」ユネ
　 スコエコパーク推薦決定

◉ ２月　日本遺産登録申請書文化庁に提出
　◉ ４月下旬頃　日本遺産審査委員会、文化庁が認定

◉ 本体着工（2016年度中）
◉ 平成34年度
　 完成予定

● ９月ユネスコに
　 推薦書提出

◉ 平成29年６月末～７月
　 ユネスコ MAB計画
　 国際調整理事会にて
　 登録の可否が決定

インターチェンジ
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2月号 広報

2017年  動きが見えた

2017年  動きが見えた
目が離せない、新しい「竹田」の幕開けへ
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友好交流都市覚書調印／ドイツって
面白い！
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23   ぬくもり／人権擁護委員に法務大臣
感謝状／竹田市人権擁護委員４名
に委嘱  ほか
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つ。小さな手から放たれ
た「夢」はぐんぐんと天高
く舞い上がる。竹田の未
来に向かって――。

　「
種
を
蒔
き
、
芽
が
出
て
花
が
咲

き
、
そ
し
て
実
を
結
ぶ
」
と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
の
達
成
が
確
認
で
き
る
２
０

１
７
年
（
平
成
29
年
）
を
迎
え
ま
し

た
。

　
　
　
＊

①
図
書
館
の
完
成
と
喜
び
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ

②
文
化
会
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成
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生
」と「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
開
設
が
30
年

度
に
実
現

⑤
30
年
度
末
に
は
中
九
州
・
地
域

高
規
格
道
路
が
竹
田
・
鏡
イ
ン

タ
ー
ま
で
完
成

　
　
　
＊

　
平
成
29
年
度
か
ら
30
年
度
ま
で

に
ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
結
実
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
加
え
て
、
玉
来
ダ

ム
と
大
蘇
ダ
ム
の
完
成
も
同
時
期

に
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
・
Ｐ
Ｐ
Ｐ
方
式
で

推
進
す
る
居
住
環
境
の
整
備
」
が
一

挙
に
進
み
ま
す
。
平
成
30
年
入
居

開
始
に
向
け
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
ー
（
小
さ
な
エ
リ
ア
に
便
利
な

機
能
を
も
っ
た
ま
ち
）
を
目
指
し

て
、
定
住
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
農
村
回
帰
運
動
も
温
泉
療
養
保

健
制
度
も
全
国
に
先
駆
け
て
推
進

し
、
移
住
定
住
と
市
民
・
国
民
の
健

康
づ
く
り
、
さ
ら
に
は
世
界
に
通
じ

る
温
泉
療
養
地
と
し
て
の
姿
が
現
わ

れ
ま
す
。
台
湾
高
雄
市
と
の
国
際
観

光
文
化
交
流
な
ど
を
基
軸
に
し
て
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
強
化
が
図
ら
れ
、

ま
さ
に
『
世
界
の
中
の
竹
田
』
が
現

実
の
も
の
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
＊

　
本
年
５
月
開
館
に
向
け
て
、
順
調

に
建
設
の
進
む
新
図
書
館
。
昨
年

12
月
末
現
在
、
約
75
％
の
進
捗
状

況
で
、
足
場
も
取
り
除
か
れ
、
床
工

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
目
が
離
せ
な
い
、
新
し
い「
竹
田
」

の
幕
開
け
へ
。
ま
ず
は
、
新
図
書
館

の
完
成
が
そ
の
先
陣
を
飾
り
ま
す
。

■

城
下
町
交
流
拠
点
施
設
設
計
公

開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

日
時
　
２
月
27
日
㈪
　
午
後
０
時

30
分
開
場
　
午
後
１
時
開
始

場
所
　
竹
田
市
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

　
竹
田
市
で
は
、「
城
下
町
交
流
拠

点
施
設
（
竹
田
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）」
と
「
竹
田
市
新

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
仮
称
）」
の
建
設

に
あ
た
り
、
設
計
者
を
選
定
す
る
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
中
で
す
。
最
終

審
査
の
た
め
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
公
開
し
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■

歴
史
資
料
館
及
び
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
水
琴
館
は
長
期
休
館
し
ま
す

　
平
成
31
年
度
再
オ
ー
プ
ン
予
定

の「
竹
田
市
新
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
仮
称
）」

建
設
準
備
の
た
め
、
平
成
29
年
度
よ
り

歴
史
資
料
館
及
び
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水

琴
館
は
休
館
し
ま
す
。

　
な
お
、
休
館
中
は
現
・
竹
田
市
立
図

書
館
を
事
務
所
と
し
て
博
物
館
活
動
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
歴
史
資
料
館

・
４
月
１
日
㈯
よ
り
休
館
予
定
。

・
駐
車
場
は
、
解
体
工
事
が
始
ま
る
ま

で
は
利
用
可
能
で
す
。

②
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

・
５
月
15
日
㈪
よ
り
休
館
予
定
。

・
１
月
10
日
現
在
、
３
／
７
㈫
〜
26

㈰
、
４
／
11
㈫
〜
５
／
14
㈰
は
ま
だ

空
き
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
か

ら
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
問
水
琴
館
（
☎
63-

２
２

０
０
）

動きが見えた！　城下町交流拠点施設

新公共施設・主な事業等の進行スケジュール

↑建設中の「新図書館」の子ども図書室

種を蒔き、芽が出て、花が咲き始めた2017年。未来に実を結ぶ竹田市の姿を展望してみましょう。

↑来年完成する竹田市総合文化ホール

↑建設の進む竹田IC（市内鏡付近）

↑ユネスコエコパーク認定に向けて、
祖母山登山道の整備調査（MMS21
のみなさん）

※平成29年１月20日現在のものです。明確な完成
　時期等は関係部署にお問い合わせください。

平成28年（2016）名　　称 平成29年（2017） 平成30年（2018） 平成31年（2019） 平成32年（2020）以降

竹田市立図書館
● ２月休館
　◉ ３月内覧会・閉館記念行事
　　◉ ５月竣工式　開館

● 本体建設工事（平成28年12月～平成30年３月竣工予定）

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

◉ 30年秋開館
　 （国民文化祭開催）

● 基本計画・基本設計
◉ 実施設計（～12月）

◉ 本体建設工事（30.４月～）
◉ 31年度開館予定

● 実施設計（～平成29年３月）　本体工事（平成29年７月～平成30年２月予定）

● 本施設の設計・建設・入居
　 者募集業務期間（平成29年
　 １月～12月）

◉ 本施設の入居開始（市営住
　 宅供用開始）
　 （平成30年１月）

◉ ２月　日本遺産登録申請書文化庁に提出
　◉ ４月下旬頃　日本遺産審査委員会、文化庁が認定

◉ 竹田ＩＣ（竹田市鏡） 
　 県道47号竹田直入線（予定）
　 平成30年（2018年）度開通予定

◉ 平成31年度
　 事業完了

◉ 平成32年度
　 から供用開始

竹田市総合文化ホール

城下町交流拠点施設
竹田市コミュニティセン
ター（仮称）
竹田城下町・岡城跡歴史
文化交流センター（仮称）

温泉利用型健康増進
施設（ミニクアハウス）

竹田市定住促進
住宅整備事業

岡   城

ユネスコ
エコパーク

キリシタン
南蛮文化遺産

中九州横断道路

大蘇ダム

玉来ダム

● ８月「祖母・傾・大崩」ユネ
　 スコエコパーク推薦決定

◉ ２月　日本遺産登録申請書文化庁に提出
　◉ ４月下旬頃　日本遺産審査委員会、文化庁が認定

◉ 本体着工（2016年度中）
◉ 平成34年度
　 完成予定

● ９月ユネスコに
　 推薦書提出

◉ 平成29年６月末～７月
　 ユネスコ MAB計画
　 国際調整理事会にて
　 登録の可否が決定

インターチェンジ

2017年2月発行3



2017年  動きが見えた

↑堀場貴雄さん・さくらさんご夫妻

↑グループワークを取りまとめ、発表する
参加者のみなさん

↑加藤　亨さん

↑甲斐哲哉さん

甲
斐

　哲
哉 

さ
ん

　
陶
芸
作
家
の
甲
斐
哲
哉
さ
ん
は
、

東
京
で
25
年
近
く
続
け
て
き
た
陶

芸
の
作
品
づ
く
り
を
生
ま
れ
故
郷

に
〝
自
ら
の
原
点
回
帰
〞
を
求
め
た

こ
と
が
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
応

募
の
動
機
で
し
た
。

　「
協
力
隊
と
い
う
肩
書
き
の
お
か

げ
で
多
く
の
方
々
と
お
会
い
す
る
こ

と
が
で
き
て
、
本
当
に
こ
の
制
度
は

あ
り
が
た
か
っ
た
」

　
主
な
活
動
と
し
て
、
小
学
校
や
福

祉
施
設
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
は
じ

め
、「
竹
田
市
城
下
町 

お
店×

コ
ラ

ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
内
藤
陶

器
店
で
の
作
品
販
売
、
く
じ
ゅ
う
花

公
園
で
陶
器
製
ポ
ッ
ト
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
開
催
等
、
任
期
の
３
年
間

で
活
動
の
幅
を
拡
げ
ま
し
た
。

　
甲
斐
さ
ん
の
も
と
に
は
、
陶
芸
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
み
な

さ
ん
か
ら
「
面
白
い
」、「
ま
た
開
催

し
て
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
陶
芸
の
「
愉
し
み
」
を
共
感
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
何
よ
り
の
成

果
だ
そ
う
で
す
。

　「
任
期
終
了
後
も
市
民
の
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
竹
田
を
楽
し
く
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
変

わ
ら
な
い
の
で
、
顔
を
見
か
け
た
ら

お
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
！
」

加
藤

　亨 

さ
ん

　
ま
も
な
く
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
任
期
終
了
を
迎
え
る
国
際
観
光

案
内
所
の
加
藤
亨
さ
ん
。
こ
の
３
年

間
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
促
進
と

強
化
を
目
的
に
、
英
語
専
門
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
活
動
さ
れ
ま
し
た
。

　
協
力
隊
と
し
て
の
大
き
な
目
標

は
、
世
界
じ
ゅ
う
で
愛
さ
れ
る
旅
行

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ

ネ
ッ
ト
」
に
竹
田
の
紹
介
記
事
を
掲

載
し
て
も
ら
う
こ
と
で
し
た
（
実
は

昨
年
す
で
に
取
材
に
応
対
済
み
で
、

今
春
に
は
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
）。

　
外
国
人
旅
行
者
が
竹
田
城
下
町

に
増
え
始
め
た
ら
、
私
た
ち
は
加
藤

さ
ん
の
積
み
重
ね
た
努
力
を
思
い

出
す
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
任
期
終
了
後
は
、
く
じ
ゅ
う
花
公

園
内
に
、
趣
味
の
パ
ン
作
り
を
活
か

し
た
ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ

ン
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
名
も
「
や
ま
パ
ン bisca

（
ビ

ス
カ
）」。
加
藤
さ
ん
ご
夫
妻
が
作
り

た
い
も
の
、
パ
ン
（b read,bi scuit

）

ス
コ
ー
ン
（s cone

）
ケ
ー
キ
（ca ke

）

の
頭
文
字
を
並
べ
た
そ
う
で
す
。

　「
こ
れ
か
ら
は
、
観
光
客
の
み
な

さ
ん
に
地
元
産
の
パ
ン
を
通
じ
て
、

竹
田
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」

堀
場 

貴
雄 

さ
ん
・
さ
く
ら 

さ
ん

　
堀
場
貴
雄
さ
ん
・
さ
く
ら
さ
ん
ご

夫
妻
は
結
婚
後
、
協
力
隊
員
と
し
て

竹
田
市
に
転
入
。
こ
の
３
年
間
、

夫
・
貴
雄
さ
ん
は
農
村
回
帰
の
推
進

や
竹
田
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
等
、

妻
・
さ
く
ら
さ
ん
は
公
民
館
講
座
を

開
催
す
る
等
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
堀
場
ご
夫
妻
は
、
全
国
各
地

（
海
外
も
含
め
）
50
軒
以
上
の
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
（
素
泊
ま
り
の
旅
行
者
向

け
宿
泊
施
設
）
を
泊
ま
り
歩
い
て
き

た
体
験
を
活
か
し
て
、「
自
分
た
ち

で
経
営
し
た
い
」
と
い
う
夢
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
竹
田
市
街
地
の
古
町
通

り
に
あ
る
空
き
家
（
旧
フ
ァ
ン
シ
ー

シ
ョ
ッ
プ
い
の
ま
た
）
に
お
い
て
、

「
竹
田
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」が
展
開
中
。Ｉ
＆
Ｕ
タ
ー
ン
者
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
、
地
域
住
民

が
力
を
合
わ
せ
て
、
１
階
に
パ
ン

屋
、
２
階
に
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
な
る

リ
フ
ォ
ー
ム
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
場
所
こ
そ
が
、
堀
場
ご
夫
妻

の
新
し
い
門
出
と
な
り
ま
す
。
実
は

２
人
の
運
命
の
出
会
い
は
、
日
本
最

南
端
の
沖
縄
県
波
照
間
島
の
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
で
の
見
知
ら
ぬ
宿
泊
者
同

士
の
交
流
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
そ
う

『協力隊おせったいな一日』
平成28年度地域おこし協力隊活動報告会
日時　２月26日㈰　10:00～ 14:00
会場　竹田市総合社会福祉センター
　首藤市長と協力隊員のトークセッ
ションや協力隊ブースでは日ごろの活
動の一端をご覧いただきます。
　また、地域の特産物を活かしたお
せったいも準備しています。協力隊員
との交流の場にぜひお越しください。
（入場無料）

いよいよ始まる
自立した「竹田暮らし」

　地域おこし協力隊２期生（３年間）がまもなく「卒業」を迎えようとし
ています。竹田市に残ることを決断し、この春からあらためて竹田市民と
しての暮らしを始める協力隊員の思いを紹介します。

で
す
。「
旅
の
出
会
い
」
の
素
晴
ら
し

さ
を
知
る
達
人
、
堀
場
ご
夫
妻
の
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
「cue

」
は
３
月
下
旬
の

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
（※

「cue

」
は
、〝
き
っ
か
け
〞
と
い
う
意

味
）。『
大
好
き
な
竹
田
フ
ァ
ン
を
増

や
し
た
い
』
と
い
う
新
し
い
夢
が
こ

こ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　「
僕
た
ち
は
地
域
お
こ
し
〝
協
力

さ
れ
た
い
〞で
し
た
（
笑
）。
こ
れ
か

ら
３
年
間
の
恩
を
少
し
ず
つ
返
し
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
」（
貴
雄
）

　「
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
仲
良
く

し
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
な
♡
と
思

い
ま
す
」（
さ
く
ら
）

　
竹
田
市
文
化
会
館
（
仮
称
）
の
新

し
い
正
式
名
称
に
つ
い
て
、
子
育
て

世
代
を
中
心
と
し
た
13
人
の
委
員

で
構
成
さ
れ
た
竹
田
市
文
化
会
館

（
仮
称
）
名
称
検
討
委
員
会
に
お
い

て
、
協
議
を
重
ね
、
正
式
名
称
の
候

補
が
決
定
し
ま
し
た
。

　「
竹
田
市
文
化
会
館
（
仮
称
）
建

設
基
本
構
想
」
で
は
、
基
本
コ
ン
セ

プ
ト
を
「『
感
動
』
と
『
活
力
』
を

生
む
『
学
び
』
と
『
創
造
』
の
交
流

拠
点
」
と
定
め
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
実
現
す
る
た
め
の
管
理
運
営
の

指
針
と
し
て
、「
竹
田
市
文
化
会
館

（
仮
称
）
管
理
運
営
基
本
計
画
」
に

お
い
て
多
彩
な
文
化
芸
術
活
動
、

人
々
の
交
流
、
生
涯
学
習
を
通
じ

て
、
市
民
の
既
存
文
化
施
設
や
地

域
、
そ
し
て
市
民
を
つ
な
ぎ
、
竹
田

市
の
魅
力
を
高
め
、
外
に
向
け
て
発

信
し
、
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ
る
「
ま

ち
づ
く
り
」
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
の
中
で
、
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
や
管
理
運
営
基
本
計
画
で
示
さ
れ

た
管
理
運
営
に
係
る
指
針
を
委
員
間

で
共
有
し
た
上
で
、
議
論
を
重
ね
、

正
式
名
称
の
候
補
を
「
竹
田
市
総
合

文
化
ホ
ー
ル
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

※

竹
田
市
文
化
会
館
設
置
条
例
の

改
廃
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
正

式
名
称
候
補
と
し
て
い
ま
す
。
新

施
設
の
設
置
条
例
が
議
会
で
承

認
さ
れ
た
後
、
正
式
名
称
と
し
て

使
用
す
る
予
定
で
す
。

　
１
月
14
日
、「
竹
田
市
の
公
園
整

備
に
つ
い
て
」
の
参
加
型
意
見
交
換

会
が
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
竹
田
市
で
は
、
現
在
建
設
中
の

「
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
」
に
隣

接
し
た
児
童
公
園
を
整
備
す
る
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
竹
田
市
街
地
に
あ
る
公
園
の
う

ち
、「
竹
田
荘
公
園
」
と
「
稲
葉
川

や
す
ら
ぎ
公
園
」
に
つ
い
て
も
改
修

に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
意
見
交
換
会
に
は
、
市
内

に
お
住
ま
い
の
子
育
て
世
代
の
方
を

中
心
に
約
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　「
公
園
計
画
」
の
概
要
を
説
明
し

た
後
、
参
加
者
は
４
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
「
児
童
公
園
（
竹
田
市
総
合

文
化
ホ
ー
ル
隣
接
）」「
竹
田
荘
公

園
」「
稲
葉
川
や
す
ら
ぎ
公
園
」
の

整
備
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
隣
接
の
公
園

に
つ
い
て
は
、
主
催
者
側
か
ら
「
遊

び
場
空
間
」
と
「
催
事
空
間
」
の
あ

る
公
園
を
目
指
そ
う
と
、
３
つ（「
Ａ

案
・
遊
び
場
型
」「
Ｂ
案
・
催
事
広

場
型
」「
Ｃ
案
・
複
合
型
」）
の
空
間

構
成
に
よ
る
提
案
。
グ
ル
ー
プ
発
表

で
は
、
そ
の
提
案
に
対
し
て
次
の
よ

う
な
貴
重
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

・「
国
道
57
号
か
ら
利
便
性
の
良
い

道
路
を
整
備
し
て
」

・「
実
際
に
使
う
子
ど
も
た
ち
の
意

見
を
尊
重
し
て
」

・「
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
が
あ
っ
た
方

が
良
い
」

・「
竹
田
っ
ぽ
い
大
型
遊
具
だ
と
面

白
い
」

・「
幼
児
（
小
さ
い
子
）
と
児
童
（
大

き
い
子
）
の
遊
具
を
分
け
て
」

・「
駐
車
場
か
ら
公
園
に
渡
る
時
の

安
全
面
が
気
に
な
る
」

・「
砂
場
が
ほ
し
い
」

・「
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
噴
水
が

あ
っ
た
ら
嬉
し
い
」
等
々
。

　
今
後
も
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

期
待
に
添
え
る
よ
う
に
、
賑
わ
い
の

あ
る
魅
力
的
な
公
園
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

地域おこし協力隊が
新たな門出！

新
「
文
化
会
館
」
の
正
式
名
称
候
補
が
決
定
！

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

　新しい施設は、舞台環境と音響特性に優れた大ホール（700席）や、ミニコンサートや会議などさ
まざまな用途に使用できる多目的ホール（170席）の他、生涯学習スペースを備えています。
　竹田市では、この施設を市内外に広くPRするとともに、多くの皆さまに親しまれる施設へと育てて
いただくために、ホールの愛称案を募集します。
　応募作品の中からそれぞれ優秀賞を「竹田市文化会館（仮称）名称検討委員会」で選考し、優秀賞
作品を参考に相互に調和した「愛称」となるよう配慮し、竹田市が最終的に決定します。
◆募集対象　①「竹田市総合文化ホール」の愛称　②大ホールの愛称　③多目的ホールの愛称
◆募集期間　１月20日（金）～２月28日（火）〔必着〕
◆応募資格　応募にあたり居住地等の制限はありません。どなたでも応募できます。（自作、未発表に

限る。一人につき２点まで。優秀賞には記念品を差しあげます。）
◆応募方法
⑴　所定の応募用紙（募集チラシ裏面）を応募箱に直接投函してください。
　〔応募箱設置場所〕（受付窓口）：竹田市役所総合案内、竹田市役所３階生涯学習課、荻公民館、
久住公民館、直入公民館
　　※受付時間：土日祝日を除く平日の８：30～17：00
⑵　インターネット  https://www.egov-oita.pref.oita.jp/RLA1kPzn
　　竹田市ホームページからアクセスできます。
⑶　郵送・ファックス
　　所定の応募用紙を郵送、またはファックス送信してください。
　　〒878-8555 大分県竹田市大字会々1650番地
　　竹田市役所 生涯学習課　文化会館開館準備担当　FAX番号 0974-63-2373
⑷　メール　所定の様式を竹田市ホームページからダウンロードし、必要事項を入力のうえ、送信
してください。メール送信先　syougai@city.taketa.lg.jp
※規定の応募用紙を使用しない場合は、愛称、愛称の説明（理由、意味等）、郵便番号、住所、氏名
（ふりがな）、性別、年齢、電話番号、職業（在学中の方は、学校名、学年）を明記してください。

●お問い合せ　竹田市教育委員会生涯学習課　文化会館開館準備担当　☎0974-63-4817

「竹田市総合文化ホール」愛称募集

み
ん
な
で
つ
く
る

「
未
来
の
公
園
」!

キ
ュ
ー

か

い

て
つ
や

か
と
う

と
お
る

ほ
り
ば

た
か
お
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2017年  動きが見えた

↑堀場貴雄さん・さくらさんご夫妻

↑グループワークを取りまとめ、発表する
参加者のみなさん

↑加藤　亨さん

↑甲斐哲哉さん

甲
斐

　哲
哉 

さ
ん

　
陶
芸
作
家
の
甲
斐
哲
哉
さ
ん
は
、

東
京
で
25
年
近
く
続
け
て
き
た
陶

芸
の
作
品
づ
く
り
を
生
ま
れ
故
郷

に
〝
自
ら
の
原
点
回
帰
〞
を
求
め
た

こ
と
が
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
応

募
の
動
機
で
し
た
。

　「
協
力
隊
と
い
う
肩
書
き
の
お
か

げ
で
多
く
の
方
々
と
お
会
い
す
る
こ

と
が
で
き
て
、
本
当
に
こ
の
制
度
は

あ
り
が
た
か
っ
た
」

　
主
な
活
動
と
し
て
、
小
学
校
や
福

祉
施
設
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
は
じ

め
、「
竹
田
市
城
下
町 

お
店×

コ
ラ

ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
内
藤
陶

器
店
で
の
作
品
販
売
、
く
じ
ゅ
う
花

公
園
で
陶
器
製
ポ
ッ
ト
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
開
催
等
、
任
期
の
３
年
間

で
活
動
の
幅
を
拡
げ
ま
し
た
。

　
甲
斐
さ
ん
の
も
と
に
は
、
陶
芸
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
み
な

さ
ん
か
ら
「
面
白
い
」、「
ま
た
開
催

し
て
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
陶
芸
の
「
愉
し
み
」
を
共
感
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
何
よ
り
の
成

果
だ
そ
う
で
す
。

　「
任
期
終
了
後
も
市
民
の
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
竹
田
を
楽
し
く
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
変

わ
ら
な
い
の
で
、
顔
を
見
か
け
た
ら

お
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
！
」

加
藤

　亨 

さ
ん

　
ま
も
な
く
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
任
期
終
了
を
迎
え
る
国
際
観
光

案
内
所
の
加
藤
亨
さ
ん
。
こ
の
３
年

間
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
促
進
と

強
化
を
目
的
に
、
英
語
専
門
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
活
動
さ
れ
ま
し
た
。

　
協
力
隊
と
し
て
の
大
き
な
目
標

は
、
世
界
じ
ゅ
う
で
愛
さ
れ
る
旅
行

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ

ネ
ッ
ト
」
に
竹
田
の
紹
介
記
事
を
掲

載
し
て
も
ら
う
こ
と
で
し
た
（
実
は

昨
年
す
で
に
取
材
に
応
対
済
み
で
、

今
春
に
は
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
）。

　
外
国
人
旅
行
者
が
竹
田
城
下
町

に
増
え
始
め
た
ら
、
私
た
ち
は
加
藤

さ
ん
の
積
み
重
ね
た
努
力
を
思
い

出
す
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
任
期
終
了
後
は
、
く
じ
ゅ
う
花
公

園
内
に
、
趣
味
の
パ
ン
作
り
を
活
か

し
た
ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ

ン
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
名
も
「
や
ま
パ
ン bisca

（
ビ

ス
カ
）」。
加
藤
さ
ん
ご
夫
妻
が
作
り

た
い
も
の
、
パ
ン
（b read,bi scuit

）

ス
コ
ー
ン
（s cone

）
ケ
ー
キ
（ca ke

）

の
頭
文
字
を
並
べ
た
そ
う
で
す
。

　「
こ
れ
か
ら
は
、
観
光
客
の
み
な

さ
ん
に
地
元
産
の
パ
ン
を
通
じ
て
、

竹
田
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」

堀
場 

貴
雄 

さ
ん
・
さ
く
ら 

さ
ん

　
堀
場
貴
雄
さ
ん
・
さ
く
ら
さ
ん
ご

夫
妻
は
結
婚
後
、
協
力
隊
員
と
し
て

竹
田
市
に
転
入
。
こ
の
３
年
間
、

夫
・
貴
雄
さ
ん
は
農
村
回
帰
の
推
進

や
竹
田
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
等
、

妻
・
さ
く
ら
さ
ん
は
公
民
館
講
座
を

開
催
す
る
等
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
堀
場
ご
夫
妻
は
、
全
国
各
地

（
海
外
も
含
め
）
50
軒
以
上
の
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
（
素
泊
ま
り
の
旅
行
者
向

け
宿
泊
施
設
）
を
泊
ま
り
歩
い
て
き

た
体
験
を
活
か
し
て
、「
自
分
た
ち

で
経
営
し
た
い
」
と
い
う
夢
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
竹
田
市
街
地
の
古
町
通

り
に
あ
る
空
き
家
（
旧
フ
ァ
ン
シ
ー

シ
ョ
ッ
プ
い
の
ま
た
）
に
お
い
て
、

「
竹
田
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」が
展
開
中
。Ｉ
＆
Ｕ
タ
ー
ン
者
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
、
地
域
住
民

が
力
を
合
わ
せ
て
、
１
階
に
パ
ン

屋
、
２
階
に
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
な
る

リ
フ
ォ
ー
ム
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
場
所
こ
そ
が
、
堀
場
ご
夫
妻

の
新
し
い
門
出
と
な
り
ま
す
。
実
は

２
人
の
運
命
の
出
会
い
は
、
日
本
最

南
端
の
沖
縄
県
波
照
間
島
の
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
で
の
見
知
ら
ぬ
宿
泊
者
同

士
の
交
流
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
そ
う

『協力隊おせったいな一日』
平成28年度地域おこし協力隊活動報告会
日時　２月26日㈰　10:00～ 14:00
会場　竹田市総合社会福祉センター
　首藤市長と協力隊員のトークセッ
ションや協力隊ブースでは日ごろの活
動の一端をご覧いただきます。
　また、地域の特産物を活かしたお
せったいも準備しています。協力隊員
との交流の場にぜひお越しください。
（入場無料）

いよいよ始まる
自立した「竹田暮らし」

　地域おこし協力隊２期生（３年間）がまもなく「卒業」を迎えようとし
ています。竹田市に残ることを決断し、この春からあらためて竹田市民と
しての暮らしを始める協力隊員の思いを紹介します。

で
す
。「
旅
の
出
会
い
」
の
素
晴
ら
し

さ
を
知
る
達
人
、
堀
場
ご
夫
妻
の
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
「cue

」
は
３
月
下
旬
の

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
（※

「cue

」
は
、〝
き
っ
か
け
〞
と
い
う
意

味
）。『
大
好
き
な
竹
田
フ
ァ
ン
を
増

や
し
た
い
』
と
い
う
新
し
い
夢
が
こ

こ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　「
僕
た
ち
は
地
域
お
こ
し
〝
協
力

さ
れ
た
い
〞で
し
た
（
笑
）。
こ
れ
か

ら
３
年
間
の
恩
を
少
し
ず
つ
返
し
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
」（
貴
雄
）

　「
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
仲
良
く

し
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
な
♡
と
思

い
ま
す
」（
さ
く
ら
）

　
竹
田
市
文
化
会
館
（
仮
称
）
の
新

し
い
正
式
名
称
に
つ
い
て
、
子
育
て

世
代
を
中
心
と
し
た
13
人
の
委
員

で
構
成
さ
れ
た
竹
田
市
文
化
会
館

（
仮
称
）
名
称
検
討
委
員
会
に
お
い

て
、
協
議
を
重
ね
、
正
式
名
称
の
候

補
が
決
定
し
ま
し
た
。

　「
竹
田
市
文
化
会
館
（
仮
称
）
建

設
基
本
構
想
」
で
は
、
基
本
コ
ン
セ

プ
ト
を
「『
感
動
』
と
『
活
力
』
を

生
む
『
学
び
』
と
『
創
造
』
の
交
流

拠
点
」
と
定
め
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
実
現
す
る
た
め
の
管
理
運
営
の

指
針
と
し
て
、「
竹
田
市
文
化
会
館

（
仮
称
）
管
理
運
営
基
本
計
画
」
に

お
い
て
多
彩
な
文
化
芸
術
活
動
、

人
々
の
交
流
、
生
涯
学
習
を
通
じ

て
、
市
民
の
既
存
文
化
施
設
や
地

域
、
そ
し
て
市
民
を
つ
な
ぎ
、
竹
田

市
の
魅
力
を
高
め
、
外
に
向
け
て
発

信
し
、
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ
る
「
ま

ち
づ
く
り
」
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
の
中
で
、
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
や
管
理
運
営
基
本
計
画
で
示
さ
れ

た
管
理
運
営
に
係
る
指
針
を
委
員
間

で
共
有
し
た
上
で
、
議
論
を
重
ね
、

正
式
名
称
の
候
補
を
「
竹
田
市
総
合

文
化
ホ
ー
ル
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

※

竹
田
市
文
化
会
館
設
置
条
例
の

改
廃
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
正

式
名
称
候
補
と
し
て
い
ま
す
。
新

施
設
の
設
置
条
例
が
議
会
で
承

認
さ
れ
た
後
、
正
式
名
称
と
し
て

使
用
す
る
予
定
で
す
。

　
１
月
14
日
、「
竹
田
市
の
公
園
整

備
に
つ
い
て
」
の
参
加
型
意
見
交
換

会
が
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
竹
田
市
で
は
、
現
在
建
設
中
の

「
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
」
に
隣

接
し
た
児
童
公
園
を
整
備
す
る
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
竹
田
市
街
地
に
あ
る
公
園
の
う

ち
、「
竹
田
荘
公
園
」
と
「
稲
葉
川

や
す
ら
ぎ
公
園
」
に
つ
い
て
も
改
修

に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
意
見
交
換
会
に
は
、
市
内

に
お
住
ま
い
の
子
育
て
世
代
の
方
を

中
心
に
約
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　「
公
園
計
画
」
の
概
要
を
説
明
し

た
後
、
参
加
者
は
４
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
「
児
童
公
園
（
竹
田
市
総
合

文
化
ホ
ー
ル
隣
接
）」「
竹
田
荘
公

園
」「
稲
葉
川
や
す
ら
ぎ
公
園
」
の

整
備
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　
総
合
文
化
ホ
ー
ル
隣
接
の
公
園

に
つ
い
て
は
、
主
催
者
側
か
ら
「
遊

び
場
空
間
」
と
「
催
事
空
間
」
の
あ

る
公
園
を
目
指
そ
う
と
、
３
つ（「
Ａ

案
・
遊
び
場
型
」「
Ｂ
案
・
催
事
広

場
型
」「
Ｃ
案
・
複
合
型
」）
の
空
間

構
成
に
よ
る
提
案
。
グ
ル
ー
プ
発
表

で
は
、
そ
の
提
案
に
対
し
て
次
の
よ

う
な
貴
重
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

・「
国
道
57
号
か
ら
利
便
性
の
良
い

道
路
を
整
備
し
て
」

・「
実
際
に
使
う
子
ど
も
た
ち
の
意

見
を
尊
重
し
て
」

・「
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
が
あ
っ
た
方

が
良
い
」

・「
竹
田
っ
ぽ
い
大
型
遊
具
だ
と
面

白
い
」

・「
幼
児
（
小
さ
い
子
）
と
児
童
（
大

き
い
子
）
の
遊
具
を
分
け
て
」

・「
駐
車
場
か
ら
公
園
に
渡
る
時
の

安
全
面
が
気
に
な
る
」

・「
砂
場
が
ほ
し
い
」

・「
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
噴
水
が

あ
っ
た
ら
嬉
し
い
」
等
々
。

　
今
後
も
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

期
待
に
添
え
る
よ
う
に
、
賑
わ
い
の

あ
る
魅
力
的
な
公
園
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

地域おこし協力隊が
新たな門出！

新
「
文
化
会
館
」
の
正
式
名
称
候
補
が
決
定
！

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

　新しい施設は、舞台環境と音響特性に優れた大ホール（700席）や、ミニコンサートや会議などさ
まざまな用途に使用できる多目的ホール（170席）の他、生涯学習スペースを備えています。
　竹田市では、この施設を市内外に広くPRするとともに、多くの皆さまに親しまれる施設へと育てて
いただくために、ホールの愛称案を募集します。
　応募作品の中からそれぞれ優秀賞を「竹田市文化会館（仮称）名称検討委員会」で選考し、優秀賞
作品を参考に相互に調和した「愛称」となるよう配慮し、竹田市が最終的に決定します。
◆募集対象　①「竹田市総合文化ホール」の愛称　②大ホールの愛称　③多目的ホールの愛称
◆募集期間　１月20日（金）～２月28日（火）〔必着〕
◆応募資格　応募にあたり居住地等の制限はありません。どなたでも応募できます。（自作、未発表に

限る。一人につき２点まで。優秀賞には記念品を差しあげます。）
◆応募方法
⑴　所定の応募用紙（募集チラシ裏面）を応募箱に直接投函してください。
　〔応募箱設置場所〕（受付窓口）：竹田市役所総合案内、竹田市役所３階生涯学習課、荻公民館、
久住公民館、直入公民館
　　※受付時間：土日祝日を除く平日の８：30～17：00
⑵　インターネット  https://www.egov-oita.pref.oita.jp/RLA1kPzn
　　竹田市ホームページからアクセスできます。
⑶　郵送・ファックス
　　所定の応募用紙を郵送、またはファックス送信してください。
　　〒878-8555 大分県竹田市大字会々1650番地
　　竹田市役所 生涯学習課　文化会館開館準備担当　FAX番号 0974-63-2373
⑷　メール　所定の様式を竹田市ホームページからダウンロードし、必要事項を入力のうえ、送信
してください。メール送信先　syougai@city.taketa.lg.jp
※規定の応募用紙を使用しない場合は、愛称、愛称の説明（理由、意味等）、郵便番号、住所、氏名
（ふりがな）、性別、年齢、電話番号、職業（在学中の方は、学校名、学年）を明記してください。

●お問い合せ　竹田市教育委員会生涯学習課　文化会館開館準備担当　☎0974-63-4817

「竹田市総合文化ホール」愛称募集

み
ん
な
で
つ
く
る

「
未
来
の
公
園
」!

キ
ュ
ー

か

い

て
つ
や

か
と
う

と
お
る

ほ
り
ば

た
か
お
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１
月
８
日
、「
平
成
29
年
竹
田
市

消
防
出
初
式
」
が
あ
い
に
く
の
雨
の

た
め
、
会
場
を
竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
移
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
首
藤
市
長
は
「
今
年
も
一
致
団
結

し
た
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
年
も
市
民
の
尊
い
命
、
財
産

を
守
る
使
命
感
を
掲
げ
、
消
防
署
、

消
防
団
、
関
係
機
関
が
一
丸
と
な
り

『
消
防
活
動
』
に
取
り
組
み
ま
す
。

表
彰
受
章
者
（
敬
称
略
）

 

竹
田
市
長
表
彰

○
永
年
勤
続
功
労
章（
勤
続
15
年
以
上
）

竹
田
方
面
隊
　
岡
本
哲
司
・
桑
島

健
一
郎
・
木
下
慎
二
・
工
藤
真
琴
・

工
藤
健
・
工
藤
桂
太
・
工
藤
渡
・
吉

川
誠
・
阿
南
哲
・
古
澤
浩
貴
・
平
井

雅
文
・
衛
藤
勝
志
・
村
上
貴
志

荻
方
面
隊
　
工
藤
良
次
・
後
藤
辰

幸
・
尾
崎
薫
・
清
松
誠
・
本
田
恵

介
・
後
藤
一
休

久
住
方
面
隊
　
木
村
歩
・
田
北
大

策
・
楢
木
野
崇
司
・
内
田
誠
・
広
瀬

岳
・
竹
下
邦
光
・
清
水
寿
也
・
高
橋

朋
誠

直
入
方
面
隊
　
松
尾
武
郎
・
馬
場
輝

義
・
御
沓
寛
和
・
佐
藤
誠
・
森
田
匡

信
・
入
江
政
樹
・
澁
谷
和
章
・
田
北
忍

●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

平
成
29
年
竹
田
市
消
防
出
初
式

市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
り
ま
す
！

未
来
に
羽
ば
た
け
！

新
成
人
１
９
７
人

　
　
　
　
　
　

 

　

  

〜
平
成
28
年
度
竹
田
市
成
人
式
〜

竹田市消防団が総務大臣感謝状

早川さんが全国自治会連合会表彰

　
12
月
20
日
、
竹
田
市
消
防
団
は

昨
年
「
熊
本
地
震
」
に
お
い
て
情
報

収
集
や
避
難
誘
導
等
の
献
身
的
な

活
動
を
行
い
、
地
域
の
安
心
、
安
全

の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域

防
災
体
制
の
充
実
に
寄
与
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
総
務
大
臣
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　（
写
真
中
央
は
、
首
藤
市
長
に
報

告
す
る
工
藤
厚
憲
消
防
団
長
）

親
子
で「
全
九
州
卓
球

選
手
権
」に
出
場
！

　
後
藤
公
夫
さ
ん（
拝
田
原
・
83
歳
）

と
佐
藤
典
子
さ
ん（
拝
田
原
・
49
歳
）

親
子
は
県
予
選
を
突
破
し
、
３
月
３

日
か
ら
５
日
の
３
日
間
、
長
崎
県
立

総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
「
第

71
回
全
九
州
卓
球
選
手
権
大
会
」

（
九
州
卓
球
連
盟
主
催
）
の
シ
ン
グ

ル
ス
・
男
子
エ
イ
テ
ィ（
80
歳
代
）、

女
子
フ
ォ
ー
テ
ィ
（
40
歳
代
）
の
各

部
に
出
場
し
ま
す
。

　
公
夫
さ
ん
は
「
い
い
結
果
を
出
し

た
い
」、
典
子
さ
ん
は
「
九
州
ラ
ン

キ
ン
グ
入
り
を
目
指
し
て
頑
張
り

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
お
二
人
に
と
っ
て
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
卓
球
は
〝
生
活
の
一
部
〞

と
な
っ
て
い
ま
す
。
九
州
一
を
決
め

る
大
舞
台
で
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
早
川
和
さ
ん
（
79
歳
・

殿
町
）
が
「
全
国
自
治
会
連
合
会
表

彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
早
川
さ
ん
は
、
平
成
11
年
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
殿
町
の
自
治
会
長

を
務
め
て
お
り
、
竹
田
市
自
治
会
連

合
会
会
長
や
大
分
県
自
治
会
連
合

会
副
会
長
も
歴
任
し
、
住
民
自
治
の

発
展
と
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　１月６日、大分市の菱甲産業株式会社（土
谷幹男代表取締役）から社会貢献活動の一環
として、本市に車いす３台を寄贈していただ
きました。荻、久住、直入の各支所に設置して、
有効に活用させていただきます。ありがとう
ございました。

三浦克己さんが
全国技能士会連合会長表彰

↑「お祝いの言葉」に耳を傾ける新成人のみな
さん

↑車いすを寄贈していただいた土谷代表取締役（写真右）

↑但馬屋老舗本店↑練習に励む佐藤典子さんと後藤公夫さん

↑「新しくチャレンジを
することは楽しみ」

　ひとつの石から彫り上
げた亀型の香炉

　昨年11月９日、大分県石材技能士会会
長の三浦克己さん（76歳・㈱三浦石材取
締役会長）は、長年にわたり技能士の社
会的地位の向上と技能士会の発展に尽く
された功績が認められ、「全国技能士会
連合会」から表彰されました。
　三浦さんは「今後も後進の指導と育成
等に努めていきたいですね」と話してく
れました。

車いすを寄贈していただきました

　
は
じ
め
に
、
首
藤
勝
次
市
長
か
ら
新
成

人
代
表
の
工
藤
紘
輝
さ
ん
と
馬
場
彩
綾
さ

ん
に
成
人
証
書
を
授
与
、
吉
野
英
勝
教
育

長
か
ら
記
念
品
（
ス
テ
ン
レ
ス
ボ
ト
ル
）

を
重
松
唯
さ
ん
に
贈
り
ま
し
た
。

　
首
藤
市
長
は
新
成
人
の
み
な
さ
ん
に「
初

心
を
忘
れ
ず
に
、
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

き
な
が
ら
、
あ
な
た
な
ら
で
は
の
人
生
を

歩
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈

り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し

て
、
大
神
ひ
か
る
さ
ん
が
「
支
え
て
く
れ

た
み
な
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
胸

に
、
竹
田
市
の
成
人
と
し
て
の
誇
り
を
持

ち
、
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
邁
進
し
て
い

き
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
お
わ
り
に
、
故
郷
の
先
哲
・
瀧
廉
太
郎

作
曲
「
荒
城
の
月
」
と
、
歴
史
あ
る
瀧
廉

太
郎
記
念
音
楽
祭
か
ら
誕
生
し
た
「
あ
ゝ

瀧
廉
太
郎
」（
西
条
八
十
作
詞
）
を
会
場
全

員
で
合
唱
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　
次
世
代
を
担
う
「
竹
田
市
の
新
成
人
」

の
み
な
さ
ん
の
大
い
な
る
飛
躍
と
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
８
日
、「
平
成
28
年
度
竹
田
市
成
人
式
」
が
久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う

サ
ン
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
本
市
で
は
１
９
７
人（
男
性
１
０
４
人 

女
性
93
人
）

の
新
成
人
を
祝
い
ま
し
た
。↑新成人を代表して「誓いの言葉」を述べる大神ひかるさん

但
馬
屋
老
舗
が
１
０
０
年
企
業

顕
彰「
日
刊
新
聞
社
賞
」を
受
賞

　
１
０
０
年
経
営
の
会
は
「
第
２
回

１
０
０
年
企
業
顕
彰
」（
日
刊
工
業

新
聞
社
共
催
）
を
福
岡
市
で
開
催

し
、
本
市
の
「
但
馬
屋
老
舗
」（
板

井
良
助
代
表
取
締
役
）
が
日
刊
新

聞
社
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
業
種
・
規
模
を
問
わ

ず
、
全
国
各
地
の
創
業
１
０
０
年
以

上
の
優
秀
な
長
寿
企
業
を
対
象

に
、
優
れ
た
企
業
理
念
の
も
と
で
雇

用
を
は
じ
め
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
企
業
を
表
彰
す
る
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
但
馬
屋
老
舗
は
文
化
元
年
（
１

８
０
４
年
）
に
創
業
。
初
代
但
馬
屋

幸
助
氏
は
但
馬
の
国
（
現
兵
庫
県
）

の
生
ま
れ

で
、
岡
藩

主
中
川
公

に
召
さ
れ

て
御
用
菓

子
司
と
な

り
、
正
国

が
屋
号
の

「
但
馬
屋
」

と
し
て
、

現
在
に
至
っ
て
お
り
、
竹
田
城
下
町

に
和
菓
子
の
歴
史
と
伝
統
の
文
化

を
継
承
し
て
い
ま
す
。

　
板
井
代
表
は
「
和
菓
子
の
伝
統

を
守
り
抜
く
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か

ら
も
生
活
文
化
を
豊
か
に
す
る
一
助

を
担
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

○
永
年
勤
続
退
団
者（
勤
続
10
年
以
上
）

竹
田
方
面
隊
　
友
永
修
治
・
工
藤

幸
生
・
湯
木
野
昭
則
・
阿
南
裕
彦
・

高
橋
英
敏
・
山
崎
哲
也
・
吉
良
公

貴
・
高
野
光
恵

荻
方
面
隊
　
清
水
寿
夫
・
戸
井
田

拓
也
・
菊
川
貴
也
・
佐
藤
正
見
・
井

上
恵
一

久
住
方
面
隊
　
渡
邉
伸
吾
・
工
藤

英
士
・
黒
田
誠
・
仲
元
寺
安
昭
・
工

藤
正
治
・
大
塚
義
昭
・
山
口
浩
輔
・

佐
藤
栄
次
・
倉
橋
正
一
・
浅
倉
博

文
・
魚
住
伸
也
・
佐
藤
英
司
・
上
野

輝
紀

直
入
方
面
隊
　
御
沓
稔
弘
・
田
北

秀
吉
・
河
野
政
美
・
工
藤
康
充

○
消
防
協
力
者（
防
火
水
槽
用
地
等
無
償
提
供
者
）

後
藤
春
夫（
神
原
）・
伊
東
数
美（
荻
）

 

竹
田
市
消
防
団
長
表
彰

○
優
良
団
員
（
勤
続
10
年
以
上
）

竹
田
方
面
隊
　
添
田
祥
平
・
阿
南

崇
・
古
庄
洋
二
郎
・
渡
辺
智
・
工
藤

慎
太
郎
・
阿
南
義
隆
・
田
部
秀
司

荻
方
面
隊
　
田
代
光
明

久
住
方
面
隊
　
梅
村
亮
治
・
渡
辺

雅
俊
・
岡
茂
樹
・
植
木
俊
輔
・
甲
斐

翼
・
渡
辺
康
朗
・
田
邉
広
大
・
大
神

久
知
・
関
孝
一
・
衛
藤
拓
也
・
阿
南

徹
・
富
永
司
・
辻
松
秀
之
・
佐
藤
幸

二直
入
方
面
隊
　
河
野
幸
一
・
工
藤
貴

司
・
大
塚
彰
一
・
森
田
一
平
・
柏
木

良
介
・
那
須
伸
次
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１
月
８
日
、「
平
成
29
年
竹
田
市

消
防
出
初
式
」
が
あ
い
に
く
の
雨
の

た
め
、
会
場
を
竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
移
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
首
藤
市
長
は
「
今
年
も
一
致
団
結

し
た
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
年
も
市
民
の
尊
い
命
、
財
産

を
守
る
使
命
感
を
掲
げ
、
消
防
署
、

消
防
団
、
関
係
機
関
が
一
丸
と
な
り

『
消
防
活
動
』
に
取
り
組
み
ま
す
。

表
彰
受
章
者
（
敬
称
略
）

 

竹
田
市
長
表
彰

○
永
年
勤
続
功
労
章（
勤
続
15
年
以
上
）

竹
田
方
面
隊
　
岡
本
哲
司
・
桑
島

健
一
郎
・
木
下
慎
二
・
工
藤
真
琴
・

工
藤
健
・
工
藤
桂
太
・
工
藤
渡
・
吉

川
誠
・
阿
南
哲
・
古
澤
浩
貴
・
平
井

雅
文
・
衛
藤
勝
志
・
村
上
貴
志

荻
方
面
隊
　
工
藤
良
次
・
後
藤
辰

幸
・
尾
崎
薫
・
清
松
誠
・
本
田
恵

介
・
後
藤
一
休

久
住
方
面
隊
　
木
村
歩
・
田
北
大

策
・
楢
木
野
崇
司
・
内
田
誠
・
広
瀬

岳
・
竹
下
邦
光
・
清
水
寿
也
・
高
橋

朋
誠

直
入
方
面
隊
　
松
尾
武
郎
・
馬
場
輝

義
・
御
沓
寛
和
・
佐
藤
誠
・
森
田
匡

信
・
入
江
政
樹
・
澁
谷
和
章
・
田
北
忍

●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

平
成
29
年
竹
田
市
消
防
出
初
式

市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
り
ま
す
！

未
来
に
羽
ば
た
け
！

新
成
人
１
９
７
人

　
　
　
　
　
　

 

　

  

〜
平
成
28
年
度
竹
田
市
成
人
式
〜

竹田市消防団が総務大臣感謝状

早川さんが全国自治会連合会表彰

　
12
月
20
日
、
竹
田
市
消
防
団
は

昨
年
「
熊
本
地
震
」
に
お
い
て
情
報

収
集
や
避
難
誘
導
等
の
献
身
的
な

活
動
を
行
い
、
地
域
の
安
心
、
安
全

の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域

防
災
体
制
の
充
実
に
寄
与
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
総
務
大
臣
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　（
写
真
中
央
は
、
首
藤
市
長
に
報

告
す
る
工
藤
厚
憲
消
防
団
長
）

親
子
で「
全
九
州
卓
球

選
手
権
」に
出
場
！

　
後
藤
公
夫
さ
ん（
拝
田
原
・
83
歳
）

と
佐
藤
典
子
さ
ん（
拝
田
原
・
49
歳
）

親
子
は
県
予
選
を
突
破
し
、
３
月
３

日
か
ら
５
日
の
３
日
間
、
長
崎
県
立

総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
「
第

71
回
全
九
州
卓
球
選
手
権
大
会
」

（
九
州
卓
球
連
盟
主
催
）
の
シ
ン
グ

ル
ス
・
男
子
エ
イ
テ
ィ（
80
歳
代
）、

女
子
フ
ォ
ー
テ
ィ
（
40
歳
代
）
の
各

部
に
出
場
し
ま
す
。

　
公
夫
さ
ん
は
「
い
い
結
果
を
出
し

た
い
」、
典
子
さ
ん
は
「
九
州
ラ
ン

キ
ン
グ
入
り
を
目
指
し
て
頑
張
り

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
お
二
人
に
と
っ
て
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
卓
球
は
〝
生
活
の
一
部
〞

と
な
っ
て
い
ま
す
。
九
州
一
を
決
め

る
大
舞
台
で
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
早
川
和
さ
ん
（
79
歳
・

殿
町
）
が
「
全
国
自
治
会
連
合
会
表

彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
早
川
さ
ん
は
、
平
成
11
年
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
殿
町
の
自
治
会
長

を
務
め
て
お
り
、
竹
田
市
自
治
会
連

合
会
会
長
や
大
分
県
自
治
会
連
合

会
副
会
長
も
歴
任
し
、
住
民
自
治
の

発
展
と
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　１月６日、大分市の菱甲産業株式会社（土
谷幹男代表取締役）から社会貢献活動の一環
として、本市に車いす３台を寄贈していただ
きました。荻、久住、直入の各支所に設置して、
有効に活用させていただきます。ありがとう
ございました。

三浦克己さんが
全国技能士会連合会長表彰

↑「お祝いの言葉」に耳を傾ける新成人のみな
さん

↑車いすを寄贈していただいた土谷代表取締役（写真右）

↑但馬屋老舗本店↑練習に励む佐藤典子さんと後藤公夫さん

↑「新しくチャレンジを
することは楽しみ」
　ひとつの石から彫り上
げた亀型の香炉

　昨年11月９日、大分県石材技能士会会
長の三浦克己さん（76歳・㈱三浦石材取
締役会長）は、長年にわたり技能士の社
会的地位の向上と技能士会の発展に尽く
された功績が認められ、「全国技能士会
連合会」から表彰されました。
　三浦さんは「今後も後進の指導と育成
等に努めていきたいですね」と話してく
れました。

車いすを寄贈していただきました

　
は
じ
め
に
、
首
藤
勝
次
市
長
か
ら
新
成

人
代
表
の
工
藤
紘
輝
さ
ん
と
馬
場
彩
綾
さ

ん
に
成
人
証
書
を
授
与
、
吉
野
英
勝
教
育

長
か
ら
記
念
品
（
ス
テ
ン
レ
ス
ボ
ト
ル
）

を
重
松
唯
さ
ん
に
贈
り
ま
し
た
。

　
首
藤
市
長
は
新
成
人
の
み
な
さ
ん
に「
初

心
を
忘
れ
ず
に
、
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

き
な
が
ら
、
あ
な
た
な
ら
で
は
の
人
生
を

歩
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈

り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し

て
、
大
神
ひ
か
る
さ
ん
が
「
支
え
て
く
れ

た
み
な
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
胸

に
、
竹
田
市
の
成
人
と
し
て
の
誇
り
を
持

ち
、
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
邁
進
し
て
い

き
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
お
わ
り
に
、
故
郷
の
先
哲
・
瀧
廉
太
郎

作
曲
「
荒
城
の
月
」
と
、
歴
史
あ
る
瀧
廉

太
郎
記
念
音
楽
祭
か
ら
誕
生
し
た
「
あ
ゝ

瀧
廉
太
郎
」（
西
条
八
十
作
詞
）
を
会
場
全

員
で
合
唱
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　
次
世
代
を
担
う
「
竹
田
市
の
新
成
人
」

の
み
な
さ
ん
の
大
い
な
る
飛
躍
と
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
８
日
、「
平
成
28
年
度
竹
田
市
成
人
式
」
が
久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う

サ
ン
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
本
市
で
は
１
９
７
人（
男
性
１
０
４
人 

女
性
93
人
）

の
新
成
人
を
祝
い
ま
し
た
。↑新成人を代表して「誓いの言葉」を述べる大神ひかるさん

但
馬
屋
老
舗
が
１
０
０
年
企
業

顕
彰「
日
刊
新
聞
社
賞
」を
受
賞

　
１
０
０
年
経
営
の
会
は
「
第
２
回

１
０
０
年
企
業
顕
彰
」（
日
刊
工
業

新
聞
社
共
催
）
を
福
岡
市
で
開
催

し
、
本
市
の
「
但
馬
屋
老
舗
」（
板

井
良
助
代
表
取
締
役
）
が
日
刊
新

聞
社
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
業
種
・
規
模
を
問
わ

ず
、
全
国
各
地
の
創
業
１
０
０
年
以

上
の
優
秀
な
長
寿
企
業
を
対
象

に
、
優
れ
た
企
業
理
念
の
も
と
で
雇

用
を
は
じ
め
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
企
業
を
表
彰
す
る
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
但
馬
屋
老
舗
は
文
化
元
年
（
１

８
０
４
年
）
に
創
業
。
初
代
但
馬
屋

幸
助
氏
は
但
馬
の
国
（
現
兵
庫
県
）

の
生
ま
れ

で
、
岡
藩

主
中
川
公

に
召
さ
れ

て
御
用
菓

子
司
と
な

り
、
正
国

が
屋
号
の

「
但
馬
屋
」

と
し
て
、

現
在
に
至
っ
て
お
り
、
竹
田
城
下
町

に
和
菓
子
の
歴
史
と
伝
統
の
文
化

を
継
承
し
て
い
ま
す
。

　
板
井
代
表
は
「
和
菓
子
の
伝
統

を
守
り
抜
く
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か

ら
も
生
活
文
化
を
豊
か
に
す
る
一
助

を
担
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

○
永
年
勤
続
退
団
者（
勤
続
10
年
以
上
）

竹
田
方
面
隊
　
友
永
修
治
・
工
藤

幸
生
・
湯
木
野
昭
則
・
阿
南
裕
彦
・

高
橋
英
敏
・
山
崎
哲
也
・
吉
良
公

貴
・
高
野
光
恵

荻
方
面
隊
　
清
水
寿
夫
・
戸
井
田

拓
也
・
菊
川
貴
也
・
佐
藤
正
見
・
井

上
恵
一

久
住
方
面
隊
　
渡
邉
伸
吾
・
工
藤

英
士
・
黒
田
誠
・
仲
元
寺
安
昭
・
工

藤
正
治
・
大
塚
義
昭
・
山
口
浩
輔
・

佐
藤
栄
次
・
倉
橋
正
一
・
浅
倉
博

文
・
魚
住
伸
也
・
佐
藤
英
司
・
上
野

輝
紀

直
入
方
面
隊
　
御
沓
稔
弘
・
田
北

秀
吉
・
河
野
政
美
・
工
藤
康
充

○
消
防
協
力
者（
防
火
水
槽
用
地
等
無
償
提
供
者
）

後
藤
春
夫（
神
原
）・
伊
東
数
美（
荻
）

 

竹
田
市
消
防
団
長
表
彰

○
優
良
団
員
（
勤
続
10
年
以
上
）

竹
田
方
面
隊
　
添
田
祥
平
・
阿
南

崇
・
古
庄
洋
二
郎
・
渡
辺
智
・
工
藤

慎
太
郎
・
阿
南
義
隆
・
田
部
秀
司

荻
方
面
隊
　
田
代
光
明

久
住
方
面
隊
　
梅
村
亮
治
・
渡
辺

雅
俊
・
岡
茂
樹
・
植
木
俊
輔
・
甲
斐

翼
・
渡
辺
康
朗
・
田
邉
広
大
・
大
神

久
知
・
関
孝
一
・
衛
藤
拓
也
・
阿
南

徹
・
富
永
司
・
辻
松
秀
之
・
佐
藤
幸

二直
入
方
面
隊
　
河
野
幸
一
・
工
藤
貴

司
・
大
塚
彰
一
・
森
田
一
平
・
柏
木

良
介
・
那
須
伸
次
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税の申告が始まります

会社員・アルバイトなど
収入は給与のみである。

農業・自営業・その他
農業・営業・不動産・譲渡などの収入がある。

平
成
29
年
度
課
税
分
（
平
成
28
年
分
）「
市
県
民
税
」「
国
民
健
康
保
険
税
」

「
介
護
保
険
料
」「
後
期
高
齢
者
保
険
料
」
の
申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す
。

◎
申
告
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
　
・
久
住
支
所
３
階
会
議
室

　
　
　
　
２
／
16
㈭
、
２
／
17
㈮
、
２
／
18
㈯
、
２
／
20
㈪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　※

久
住
地
域
住
民
の
方

　
　
・
直
入
支
所
大
会
議
室

　
　
　
　
２
／
21
㈫
、
２
／
22
㈬
、
２
／
23
㈭
、
２
／
24
㈮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　※

直
入
地
域
住
民
の
方

　
　
・
荻
支
所
研
修
室

　
　
　
　
２
／
26
㈰
、
２
／
27
㈪
、
２
／
28
㈫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　※

荻
地
域
住
民
の
方

　
　
・
竹
田
市
役
所
本
庁
３
階
会
議
室

　
　
　
　
３
／
１
㈬
〜
15
㈬
ま
で
（
日
曜
日
を
除
く
）

　
　
【
受
付
時
間
】
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
／
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　※

詳
し
く
は
、
別
に
お
配
り
し
た
申
告
相
談
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
告
期
間
　
２
月
16
日
㈭
〜
３
月
15
日
㈬
ま
で

市
県
民
税
等
の
申
告
が

始
ま
り
ま
す

申告が 必要かチェックしましょう

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
申
告
相
談
会
場
の
ご
案
内

　
竹
田
市
税
務
課
は
、
地
域
ご
と
に
税
等
の

申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
今
年
の
申
告
は
、

平
成
28
年
分
の
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
自
治
会
配
布
の
チ
ラ
シ
、
市

役
所
本
庁
・
各
支
所
窓
口
に
設
置
の
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
税
務
署
が
開
設
す
る
申
告
相
談
会
場
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
申
告
書
は
会
場
内
で
作
成
・
提
出

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
作
成
し
、ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
送

信
、
ま
た
は
印
刷
し
て
郵
送
等
に
よ
り
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
税
務
署
が
開
設
す
る
申
告
相
談
会
場
】

開
設
場
所
　
竹
田
税
務
署
１
階
会
議
室
（
竹

田
市
大
字
会
々
１
６
５
０
番
地

17
）

開
設
期
間
　
平
成
29
年
２
月
16
日
㈭
か
ら
３

月
15
日
㈬
（
た
だ
し
、
土
、
日

を
除
く
）

受
付
時
間
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

※

申
告
期
限
間
際
に
な
り
ま
す
と
申
告
会
場

が
混
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
早
め
の
申
告
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
税
務
署
　
☎
０
９
７

４-

63-

３
１
４
１
　※

自
動
音
声
案
内

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）の
税
務

関
係
書
類
へ
の
記
載
に
つ
い
て

　
税
務
署
へ
ご
提
出
い
た
だ
く
税
務
関
係
書

類
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番

号
）
の
記
載
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
本

人
確
認
書
類
の
提
示
、
ま
た
は
写
し
の
添
付

が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.nta.go.jp

　
ま
た
は

「
国
税
庁
」 

検
索 

）
に
あ
る
「
社
会
保
障
・

税
番
号
制
度
〈
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
〉」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
税
務
署
　
☎
０
９
７

４-

63-

３
１
４
１
　※

自
動
音
声
案
内

将来の世代に社会保障制度を引き継ぐために。
マイナンバー制度は、公平・公正な社会の基盤です。
マイナンバー（社会保障・税番号）とは国民一人ひとりが
もつ12桁の番号です。法人には、法人番号が通知されます。
※「マイナンバーカード」の正式名称は「個人番号カード」です。

　「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）」
で
は
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
、
税
理

士
事
務
所
等
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
、
国
税
に
関
す
る
各
種
手
続

①
所
得
税
（
及
び
復
興
特
別
所
得
税
）、
法
人

税
・
地
方
法
人
税
（
及
び
復
興
特
別
法
人

税
）、
贈
与
税
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
、
酒
税
、
印
紙
税
の
申
告

②
全
て
の
国
税
の
納
税

③
納
税
証
明
書
の
交
付
請
求
及
び
法
定
調
書

自
宅
か
ら
ネ
ッ
ト
が
便
利

申
告
・
納
税 

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

の
提
出
な
ど
の
申
請
・
届
出
等
）
が
で
き

ま
す
。

　
な
お
、
電
子
署
名
を
必
要
と
し
な
い
一
部

の
手
続
等
（
納
税
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ッ
ク
ス

の
確
認
、
利
用
者
情
報
の
登
録
・
確
認
・
変

更
等
）
に
つ
い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

で
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.nta.go.jp 

ま
た
は
「
国
税

庁
」 

検
索 

）
に
あ
る
「
社
会
保
障
・
税
番
号

制
度〈
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
〉」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
税
務
署
　
☎
０
９
７

４-

63-

３
１
４
１
　※

自
動
音
声
案
内

平成29年1月1日現在の居住地は竹田市である

●お問い合せ　竹田市税務課 課税係　☎0974-63-4803（直通）

平成28年1月1日から12月31日までに
収入があった。

親族から扶養されている。
※親族が確定申告や給与支払報告書などで扶養
控除対象者として申告している場合
（健康保険の扶養とは異なります。）

源泉徴収票に記載されている
控除の内容に追加・訂正がある。

平成29年1月1日現在にお住いの
市町村に確認してください。

税務署に確定申告書を提出する人は、
市県民税を申告したとみなされる
ため必要ありません。

年金を受給している人
収入は年金のみである。

給与以外の収入は
年金のみである。

年金以外の収入は給与のみである。

申告が必要です。

申告が必要です。

税務署に確定申告書を提出する人は、
市県民税を申告したとみなされるため
必要ありません。

申告が必要です。

申告は不要です。

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ
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税の申告が始まります

会社員・アルバイトなど
収入は給与のみである。

農業・自営業・その他
農業・営業・不動産・譲渡などの収入がある。

平
成
29
年
度
課
税
分
（
平
成
28
年
分
）「
市
県
民
税
」「
国
民
健
康
保
険
税
」

「
介
護
保
険
料
」「
後
期
高
齢
者
保
険
料
」
の
申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す
。

◎
申
告
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
　
・
久
住
支
所
３
階
会
議
室

　
　
　
　
２
／
16
㈭
、
２
／
17
㈮
、
２
／
18
㈯
、
２
／
20
㈪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　※

久
住
地
域
住
民
の
方

　
　
・
直
入
支
所
大
会
議
室

　
　
　
　
２
／
21
㈫
、
２
／
22
㈬
、
２
／
23
㈭
、
２
／
24
㈮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　※

直
入
地
域
住
民
の
方

　
　
・
荻
支
所
研
修
室

　
　
　
　
２
／
26
㈰
、
２
／
27
㈪
、
２
／
28
㈫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　※

荻
地
域
住
民
の
方

　
　
・
竹
田
市
役
所
本
庁
３
階
会
議
室

　
　
　
　
３
／
１
㈬
〜
15
㈬
ま
で
（
日
曜
日
を
除
く
）

　
　
【
受
付
時
間
】
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
／
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　※

詳
し
く
は
、
別
に
お
配
り
し
た
申
告
相
談
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
告
期
間
　
２
月
16
日
㈭
〜
３
月
15
日
㈬
ま
で

市
県
民
税
等
の
申
告
が

始
ま
り
ま
す

申告が 必要かチェックしましょう

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
申
告
相
談
会
場
の
ご
案
内

　
竹
田
市
税
務
課
は
、
地
域
ご
と
に
税
等
の

申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
今
年
の
申
告
は
、

平
成
28
年
分
の
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
自
治
会
配
布
の
チ
ラ
シ
、
市

役
所
本
庁
・
各
支
所
窓
口
に
設
置
の
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
税
務
署
が
開
設
す
る
申
告
相
談
会
場
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
申
告
書
は
会
場
内
で
作
成
・
提
出

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
作
成
し
、ｅ-
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
送

信
、
ま
た
は
印
刷
し
て
郵
送
等
に
よ
り
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
税
務
署
が
開
設
す
る
申
告
相
談
会
場
】

開
設
場
所
　
竹
田
税
務
署
１
階
会
議
室
（
竹

田
市
大
字
会
々
１
６
５
０
番
地

17
）

開
設
期
間
　
平
成
29
年
２
月
16
日
㈭
か
ら
３

月
15
日
㈬
（
た
だ
し
、
土
、
日

を
除
く
）

受
付
時
間
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

※

申
告
期
限
間
際
に
な
り
ま
す
と
申
告
会
場

が
混
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
早
め
の
申
告
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
税
務
署
　
☎
０
９
７

４-

63-

３
１
４
１
　※

自
動
音
声
案
内

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）の
税
務

関
係
書
類
へ
の
記
載
に
つ
い
て

　
税
務
署
へ
ご
提
出
い
た
だ
く
税
務
関
係
書

類
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番

号
）
の
記
載
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
本

人
確
認
書
類
の
提
示
、
ま
た
は
写
し
の
添
付

が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.nta.go.jp

　
ま
た
は

「
国
税
庁
」 

検
索 

）
に
あ
る
「
社
会
保
障
・

税
番
号
制
度
〈
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
〉」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
税
務
署
　
☎
０
９
７

４-

63-

３
１
４
１
　※

自
動
音
声
案
内

将来の世代に社会保障制度を引き継ぐために。
マイナンバー制度は、公平・公正な社会の基盤です。
マイナンバー（社会保障・税番号）とは国民一人ひとりが
もつ12桁の番号です。法人には、法人番号が通知されます。
※「マイナンバーカード」の正式名称は「個人番号カード」です。

　「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）」
で
は
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
、
税
理

士
事
務
所
等
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
、
国
税
に
関
す
る
各
種
手
続

①
所
得
税
（
及
び
復
興
特
別
所
得
税
）、
法
人

税
・
地
方
法
人
税
（
及
び
復
興
特
別
法
人

税
）、
贈
与
税
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
、
酒
税
、
印
紙
税
の
申
告

②
全
て
の
国
税
の
納
税

③
納
税
証
明
書
の
交
付
請
求
及
び
法
定
調
書

自
宅
か
ら
ネ
ッ
ト
が
便
利

申
告
・
納
税 

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

の
提
出
な
ど
の
申
請
・
届
出
等
）
が
で
き

ま
す
。

　
な
お
、
電
子
署
名
を
必
要
と
し
な
い
一
部

の
手
続
等
（
納
税
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ッ
ク
ス

の
確
認
、
利
用
者
情
報
の
登
録
・
確
認
・
変

更
等
）
に
つ
い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

で
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.nta.go.jp 

ま
た
は
「
国
税

庁
」 

検
索 

）
に
あ
る
「
社
会
保
障
・
税
番
号

制
度〈
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
〉」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
税
務
署
　
☎
０
９
７

４-

63-

３
１
４
１
　※

自
動
音
声
案
内

平成29年1月1日現在の居住地は竹田市である

●お問い合せ　竹田市税務課 課税係　☎0974-63-4803（直通）

平成28年1月1日から12月31日までに
収入があった。

親族から扶養されている。
※親族が確定申告や給与支払報告書などで扶養
控除対象者として申告している場合
（健康保険の扶養とは異なります。）

源泉徴収票に記載されている
控除の内容に追加・訂正がある。

平成29年1月1日現在にお住いの
市町村に確認してください。

税務署に確定申告書を提出する人は、
市県民税を申告したとみなされる
ため必要ありません。

年金を受給している人
収入は年金のみである。

給与以外の収入は
年金のみである。

年金以外の収入は給与のみである。

申告が必要です。

申告が必要です。

税務署に確定申告書を提出する人は、
市県民税を申告したとみなされるため
必要ありません。

申告が必要です。

申告は不要です。

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ
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在宅医療と介護の連携フォーラム

「
在
宅
医
療
・
介
護
の
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催

在
宅
医
療
は「
地
域
づ
く
り
」

　
１
月
15
日
、
住
み
慣
れ
た
〝
竹

田
〞
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
、
地
域
医
療
の
あ
り
方
を
考
え

る
「
在
宅
医
療
・
介
護
の
連
携

フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
主
催
・
竹
田
市
在

宅
医
療
推
進
協
議
会
・
竹
田
市
）
が

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
は
、
滋
賀
県
東
近
江
市

永
源
寺
地
区
で
診
療
所
を
開
く
花

戸
貴
司
氏
（
永
源
寺
診
療
所
長
）
を

講
師
に
迎
え
、「
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に 

〜
永
源

寺
の
地
域
ま
る
ご
と
ケ
ア
〜
」
と
題

し
た
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
高
齢
化
率
33
％
を
超
え
る
東
近

江
市
永
源
寺
地
区
。
対
象
人
口
５
８

０
０
人
の
診
療
所
長
の
花
戸
氏
は
、

「
医
師
」「
看
護
師
」「
薬
剤
師
」「
リ

ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
」「
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
」「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
」

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」「
行
政
」「
家
族
」

「
ご
近
所
」
等
の
多
職
種
、
さ
ら
に

多
く
の
関
係
者
の
方
々
が
連
携
し

た
地
域
包
括
ケ
ア
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

　「
寝
た
き
り
の
方
や
認
知
症
の

方
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
で
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
が
連
携
し
、
支
え
あ

う
こ
と
が
で
き
れ
ば
在
宅
生
活
は

可
能
で
す
。
何
よ
り
家
で
暮
ら
し
て

い
る
方
は
笑
顔
で
す
。
治
ら
な
い
病

気
が
あ
っ
て
も
在
宅
で
自
分
ら
し
く

笑
顔
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

元
気
が
取
り
戻
せ
る
の
で
す
。
ほ
と

ん
ど
の
方
は
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

年
老
い
て
も
自
分
ら
し
く
過
ご
し

た
い
、
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
」

　
花
戸
氏
は
実
際
の
在
宅
医
療
患

者
の
例
を
挙
げ
な
が
ら
「
地
域
で
多

く
の
人
の
連
携
が
支
え
る
仕
組
み
」

に
つ
い
て
、
そ
の
重
要
性
を
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
＊

　
第
２
部
で
は
、
在
宅
医
療
・
介
護

に
携
わ
っ
て
い
る
医
師
や
訪
問
看
護

師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
在
宅
医
療

を
受
け
て
い
る
当
事
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
や
意
見
を
発
表
。
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
仕

組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、
会
場
の
み

な
さ
ん
と
と
も
に
考
え
ま
し
た
。

　
発
表
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

 

・「
大
丈
夫
。
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ

う
」
大
嶋
美
恵
子
（
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
久
住
・
主
任

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

 

・「
私
た
ち
に
も
お
手
伝
い
さ
せ
て

く
だ
さ
い
」
衛
藤
さ
と
子
（
竹
田

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理

者
）

 

・「
お
か
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

柚
須
　
慎
（
柚
須
医
院
院
長
）

 

・「
お
か
げ
さ
ま
で
」
重
松
洋
一（
在

宅
医
療
を
受
け
て
い
る
当
事
者
）

　
　
　
＊

　
今
後
の
竹
田
市
に
お
け
る
医
療

や
介
護
の
方
向
性
や
、
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

↑「地域医療とは “地域で医療を行う” というだけでな
く、医療を通しての “地域づくり”」　と話す花戸さん

↑大嶋美恵子さん

←会場には約200名
が来場。講演を熱
心に聞きいってい
ました

↑衛藤さと子さん

↑柚須慎さん ↑重松洋一さん

大
久
保
病
院
に
Ｅ
Ｒ
棟
が
完
成

　
二
次
救
急
医
療
体
制
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
る
た
め
大
久
保
病
院
駐
車

場
に
、
本
館
に
隣
接
し
た
「
救
急
救

命
棟
（
Ｅ
Ｒ
＝Em

ergency Room

）」

が
完
成
し
、
１
月
21
日
、
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
完
成
式
に
は
医
療
機
関
や
消
防
関

係
者
等
、
約
50
人
が
出
席
し
、
地
域

医
療
の
発
展
を
願
い
ま
し
た
。

　
Ｅ
Ｒ
棟
は
鉄
骨
３
階
、
延
べ
面
積

５
７
６
平
方
㍍
。
救
急
処
置
室
（
１

階
）
に
治
療
ベ
ッ
ド
を
２
台
配
置
し
、

無
影
灯
及
び
医
療
ガ
ス
を
設
備
し
、

緊
急
施
術
に
も
対
応
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
２
階
に
個
室
病
床
を
４
床

設
置
し
病
室
に
は
「
陰
陽
圧
換
気
シ

ス
テ
ム
（
感
染
症
疾
患
の
可
能
性
が

あ
る
患
者
ま
た
は
免
疫
が
低
下
し
て

い
る
患
者
を
受
け
入
れ
た
場
合
に
感

染
防
止
に
効
果
）」
を
導
入
。
２
階
フ

ロ
ア
全
面
に
「
幅
射
熱
冷
暖
房
シ
ス

テ
ム
（
風
が
出
な
い
新
空
調
シ
ス
テ

ム
で
、
ス
ト
レ
ス
な
く
快
適
に
過
ご

せ
、
埃
が
舞
い
上
が
ら
ず
清
潔
さ
を

保
つ
こ
と
が
可
能
）」
を
導
入
し
て
い

ま
す
。

　
大
久
保
健
作
大
久
保
病
院
理
事
長

は
「
医
師
会
病
院
と
手
と
手
を
携
え

な
が
ら
連
携

し
、〝
竹
田
の

救
急
体
制
〞

を
育
て
る
た

め
、
こ
れ
か

ら
が
大
事
で

す
」
と
挨
拶

を
述
べ
ま
し

た
。
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第31回

地域医療・小児医療の視点から

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

２／４㈯ みやわき小児科（三重町）、三重東クリニック（三重町）、竹田市立こども診療所

２／５㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）

２／11㈯ 豊後大野市民病院（緒方町）

２／12㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）

２／18㈯ みやわき小児科（三重町）、三重東クリニック（三重町）、竹田市立こども診療所

２／19㈰ みやわき小児科（三重町）

２／25㈯ みやわき小児科（三重町）、三重東クリニック（三重町）、竹田市立こども診療所

２／26㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）

３／４㈯ みやわき小児科（三重町）、三重東クリニック（三重町）、竹田市立こども診療所

３／５㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）

問�みやわき小児科（☎0974-24-0230）／三重東クリニック（☎0974-22-6333）／
豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8：30 ～ 11：30（こども診療所は9：00 ～ 11：30）
診療時間　9：00 ～ 12：00（三重東クリニックは8：30 ～ 12：00）
　※�土曜日については、上記以外にも診療を行っているところがあります。
受診時の注意　当番医は、やむを得ず変更になる場合があります。あ
らかじめ当番医または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお電話で確認さ
れるようお願いします。また、院外薬局が休みの場合は、あらかじめ
用意されて約束処方となることがありますので、ご了承ください。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

２／５㈰ 竹田市荻歯科診療所〔荻〕 ☎68-3263

２／11㈯ まつもと歯科クリニック〔竹田〕 ☎62-2400

２／12㈰ 久住加藤医院　歯科診療部〔久住〕 ☎76-0008

２／19㈰ 歯科筑紫医院〔久住〕 ☎76-0024

２／26㈰ 竹田市荻歯科診療所〔荻〕 ☎68-3263

　※診療時間９：00～ 12：00（受付11：30まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。

　４月から竹田医師会病院・大久保病院が二次救急医療を開始
するにあたり、休日及び夜間の在宅当番医が、市内医療機関の
当番制に変更となりました。

２月の在宅当番医
当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号

1㈬ 佐藤医院 ☎68-2005 15㈬ 志賀内科 ☎63-2083

2㈭ 伊藤医院 ☎75-2222 16㈭ 竹田診療所 ☎62-4014

3㈮ 柚須医院 ☎63-2016 17㈮ くどう循環器科・内科 ☎63-2304

4㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 18㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

5㈰ 大久保病院 ☎64-7777 19㈰ 大久保病院 ☎64-7777

6㈪ 道全内科 ☎63-2270 20㈪ 道全内科 ☎63-2270

7㈫ 志賀内科 ☎63-2083 21㈫ 志賀内科 ☎63-2083

8㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 22㈬ 秦医院 ☎63-2246

9㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 23㈭ 柚須医院 ☎63-2016

10㈮ 竹田クリニック ☎64-9000 24㈮ 安西皮膚科 ☎63-3232

11㈯ 大久保病院 ☎64-7777 25㈯ 大久保病院 ☎64-7777

12㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 26㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

13㈪ 道全内科 ☎63-2270 27㈪ 道全内科 ☎63-2270

14㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 28㈫ 志賀内科 ☎63-2083

　竹田市消防署（☎63-0119）でもお知らせしていますので、
ご確認のうえ必ず事前に電話連絡し受診してください。
　受付時間　平日夜間　18：00～ 21：00　土曜日　13：00～ 21：00
　　　　　　日曜、祝日　8：30～ 21：00
　＊�原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休日当番病院

を受診してください。

　注意事項
　・�かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診ても
らうようお願いします。

　・�当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事
前に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

休日及び夜間の在宅当番医院

牛
乳
を
飲
む
と
背
が
伸
び
る
の
？

　

子
ど
も
が
成
長
期
に
な
る
と
、
そ

の
ス
ピ
ー
ド
の
違
い
か
ら
、
他
の
お

子
さ
ん
と
の
背
の
高
さ
の
違
い
が
気

に
な
る
も
の
で
す
。
も
う
少
し
伸
び

て
ほ
し
い
な
？
と
思
う
保
護
者
の

方
々
は
、
つ
い
つ
い
「
牛
乳
を
飲
む

と
背
が
伸
び
る
」
と
言
っ
て
し
ま
い

が
ち
で
す
が
、
こ
れ
っ
て
本
当
で

し
ょ
う
か
？

　

答
え
は
「
い
い
え
」
で
す
。
背
を

伸
ば
す
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
細
胞

の
元
と
な
る
蛋
白
質
（
豆
腐
、
納

豆
、
卵
な
ど
）、
蛋
白
質
の
合
成
を

助
け
る
亜
鉛
（
肉
、
魚
貝
な
ど
）、

新
し
い
骨
を
つ
く
る
カ
ル
シ
ウ
ム

（
魚
、
わ
か
め
、
小
松
菜
、
豆
腐
な

ど
）、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
と
代
謝

を
調
節
す
る
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
（
豆

腐
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
）、
体
を
作

る
ア
ミ
ノ
酸
（
肉
、
魚
な
ど
）
な
ど

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
し
て
大
切
な
の
は
睡
眠
で

す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
睡
眠
に
よ
っ
て

た
く
さ
ん
の
成
長
ホ
ル
モ
ン
が
脳
か

ら
出
る
か
ら
で
す
。
夜
、
遅
く
ま
で

起
き
て
い
る
子
ど
も
は
注
意
が
必

要
で
す
。
牛
乳
だ
け
を
た
く
さ
ん
飲

ん
で
も
背
を
伸
ば
す
た
め
に
は
十

分
で
は
な
い
こ
と
を
覚
え
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

　

た
だ
、
十
分
な
栄
養
を
摂
っ
て
も

背
が
低
い
場
合
は
、
家
族
性
低
身

長
（
こ
れ
は
体
質
な
の
で
心
配
無
用

で
す
）
の
ほ
か
に
、
脳
か
ら
成
長
ホ

ル
モ
ン
や
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
が
出
に

く
い
病
気
が
隠
れ
て
い
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ホ
ル
モ
ン
不
足
は
身
長

だ
け
で
な
く
、
脳
の
発
達
に
も
ハ
ン

デ
ィ
と
な
り
ま
す
。
病
気
の
場
合
は

注
射
な
ど
の
治
療
法
も
あ
り
ま
す
。

　

診
断
に
は
1
週
間
弱
の
検
査
入

院
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
た
だ
、
最

初
か
ら
検
査
す
る
の
で
は
な
く
、
ま

ず
は
現
在
の
身
長
が
、
年
齢
や
性
別

に
応
じ
た
平
均
値
と
、
ど
れ
だ
け
差

が
あ
る
の
か
を
計
算
す
る
こ
と
で
、

検
査
を
す
る
必
要
が
あ
る
か
な
い
か

の
判
断
が
で
き
ま
す
。
ご
心
配
の
場

合
は
、
保
健
師
さ
ん
や
か
か
り
つ
け

の
先
生
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
大
分
大
学
医
学
部
地
域
医
療
・

小
児
科
分
野　

是
松
聖
悟
．）

休日当番医情報
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2017年（平成29年）

竹 田 市 の　 こ よ み

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

※ 1　竹田市歩こう会　☎ 62-2501（山本）
※ 2　竹田創生館　☎ 62-4100

3

10

17

24

4

11

18

25

2

9

16

23

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

・第59回県内一周大分合同駅
伝競走大会竹田市チーム結
団式
10:00～（竹田市本庁舎３階
会議室）

・竹田温泉「花水月」休館日
・５歳児健康診査
受付13:00～
・おはなしルーム
14:00-14:30（竹田幼稚園）

・荻の里温泉　休館日
・【総合健診】 8:00-10:00（竹田
市総合社会福祉センター）
・こころの健康相談
  13:30-15:30（直入支所）
  ※要予約 ☎63-3346

・１歳６か月児 健康診査
受付13:00～

・【水琴館】享保雛・大正雛の展
示 ～３／５㈰
・第19回岡藩城下町ひなまつ
りオープニングセレモニー
  10:00～（竹田創生館）

・竹田市歩こう会【小富士山】
広瀬神社 9:00集合 ※１
・【子牛市場】9:30セリ開始 （豊
後豊肥家畜市場）

・スロージョギング健康教室
9:30～（宮砥分館体育館）問竹
田市生涯学習課 ☎63-4817

・協力隊おせったいな一日　
～竹田市地域おこし協力隊
活動報告会～
10:00-14:00（竹田市総合社
会福祉センター 多目的ホー
ル）

・城下町交流拠点施設設計者
選定プロポーザル公開プレ
ゼンテーション
13:30～（竹田市社会福祉セ
ンター多目的ホール）

・第25回Ｂ＆Ｇ財団会長杯直
入少年柔道大会 9:30～開会
式（竹田市直入B&G海洋セン
ター２階柔道場）
・第６回竹田の山城めぐり「岡
城跡の散策」10:00～〔講師〕
中西義昌氏（旧竹田小学校跡
集合）※２

・荻の里温泉　休館日
・【成牛市場】9:30セリ開始 （豊
後豊肥家畜市場）

・春季県体第59回県内一周大
分合同駅伝競走大会
  14:30-15:30頃【竹田入り】

・春季県体第59回県内一周大
分合同駅伝競走大会
  8:00-8:10【竹田発】

・水の駅おづる休業日
・陽目の里「名水茶屋」（冬季休
業中）
・第２回竹田市農業委員会総会
13:30～（竹田市本庁舎３階委
員会室）
・平成27年分の贈与税の申告
（～３月15日）

・温泉療養文化館「御前湯」休館日、長湯
おんせん市場休業日
・離乳食教室 受付9:50～
・ブックスタート10:00-10:15（竹田市総合
社会福祉センター）
・年金相談 ［完全予約制］10:00-15:00（竹田
市高齢者いきいき交流センター）問日本年
金機構大分年金事務所 ☎097-552-1211
・大分県行政書士会無料相談会13:00～16:00
（大分県行政書士会〔大分市〕）問大分県行
政書士会事務局 ☎097-537-7089

・竹田温泉「花水月」休館日
・平成28年分の所得税及び復興特別所得
税の確定申告（～３月15日）
・おはなしルーム 14:00-14:30（南部幼稚
園）
・こころの健康相談 13:30-15:30（荻支所）
※要予約 ☎63-3346
・人権学習学級「セクシュアルマイノリティ
の人権」〔講師〕木村舞（竹田市社会教育
指導員）15:00～（竹田市本庁舎３階会
議室）

・竹田温泉「花水月」休館日

・大分県行政書士会豊肥支部「無料
相談会」10:00-15:00（豊後大野市
中央公民館）問大分県行政書士会
豊肥支部 ☎0974-63-3280
・こころの健康相談 13:30-15:30（竹
田市総合社会福祉センター）※要
予約 ☎63-3346
・【納期限】 国民健康保険税（11期）、
介護保険料・後期高齢者医療保険
料（８期）

・竹田温泉「花水月」休館日

竹 田 市 の　 こ よ み ２月たけたん情報

白丹温泉館改修工事に
伴う休館（予定）について
お知らせします
休館期間　平成29年２月１日㈬
～３月15日㈬
※工事の都合により期間が変更され
る場合があります。
●お問い合せ
　竹田市久住支所地域振興課
　☎76-1116

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が
土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。　●お問い合せ　竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

建国記念の日

食育の日

北方領土の日

竹田
・２月３日・17日㈮ 13:30～
15:30（古町商栄会）

荻
・２月14日・28日㈫　13:00～
15:00（荻「しらみず」）

久住
・２月14日㈫・23日㈭　13:00
～15:00（久住「りんどう」）

直入
・２月10日・24日㈮　13:00～
15:00（直入「ゆのはな」）

竹田北部「双城」
・２月２日・９日㈭　13:00～
15:00（出あいの湯）

竹田南部「あけぼの」
・２月８日㈬　入田分館
・14日㈫　嫗岳分館
・22日㈬　宮砥分館　13:00～
15:00

平成29年度
荻支所庁舎管理人・
バス運転手を募集します
　応募者の中から書類選考・
面接等により採用を決定しま
す。任用期間はいずれも平成
29年４月１日～平成30年３月
31日です。

①庁舎管理人
勤務時間
　平日は17時から翌日８時
30分まで。閉庁日は８時30
分から翌日の８時30分まで
業務内容
　福祉健康エリア管理人及
び荻支所地域振興課勤務。

②バス運転手
勤務時間
　原則８時30分から17時ま
で。
業務内容
　公用車管理運行業務

　応募方法は竹田市総務課職
員係 ☎63-1111（内線217）、
または竹田市荻支所地域振興
課 ☎68-2211（内線130）まで
お問い合わせください。

今月のよりそいカフェ

畜産座談会
○直入地域
　３月６日㈪ 14:00～（直入支所大会議室）
○久住地域　
　３月７日㈫ 14:00～（久住公民館機能回復訓練室）
○竹田地域
　３月８日㈬ 14:00～（大分県農協竹田支店２階会議室）

行政なんでも相談所 
地　域 相談日 時　間 開　催　場　所
竹田

２月15日㈬

竹田市総合社会福祉センター　相談室 
荻 10:00～

12:00
荻公民館　幼児室

久住
直入

久住公民館　健康相談室
直入支所　小会議室

　〔竹田〕阿南　茂　☎ 67-2608　　〔 荻 〕佐藤孝幸　☎ 68-3510
　〔久住〕本郷俊一　☎ 76-1304　　〔直入〕児玉龍明　☎ 75-2426

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで　〝困ったら一人で悩まず行政相談!〞

◇立候補予定者説明会を開催します。
　竹田市長選挙及び竹田市議会議員選挙に立候補を予定している方（または代理の
方）は、１候補者につき２名以内で必ず出席してください。
　　日　時　 ３月17日㈮　〔竹田市長選挙〕午前10時～
　　　　　　　　　　　　 〔竹田市議会議員選挙〕午後１時30分～
　　場　所 　竹田市役所３階会議室
●お問い合せ　竹田市選挙管理委員会事務局 　☎0974-63-1111（内線360・330） 
　　　　　　　☎0974-63-4814（直通） 

◆2017年３月上旬の主な予定
　 １日㈬～　農業委員及び農地利用最適化推進員募集開始
　 ２日㈭　・障がい児・障がい者家族交流会 
　　　　　　13:30-15:30（竹田市高齢者いきいき交流センター）
　 ３日㈮　・第19回岡藩城下町雛まつり ～３/５㈰まで
　　　　　　「流し雛」10:30～（豊後竹田駅前稲葉川河川敷）
　  4 日㈯　・ひいなあそび 11:30～（コミセン予定地・竹田市本町）
　  5 日㈰　・第30回岡の里名水マラソン大会
　　　　　　9:00～開会式 10:00～（竹田市総合運動公園スタート・フィニッシュ）

・第３回就職セミナー＆合同企
業就職相談会 13:00-16:00（竹
田市総合社会福祉センター　
多目的ホール）
・「市民が主役」の文化ホールを
創るための学習会～市民先進
地研修報告会～ 15:00～（竹
田分館２階大広間）

４月16日（日）は、竹田市長・竹田市議会
議員選挙の投票日です。
期日前投票は４月10日（月）～４月15日（土）まで

※詳しいことは広報たけた３月号でお知らせします。

月
間
・
そ
の
他

○相続登記はお済ですか月間
○サイバーセキュリティ月間（～3／18）
○北方領土返還運動全国強調月間
○冬の省エネルギー月間
○「はたちの献血」キャンペーン（1／1～2／28）
○個人事業者の消費税及び地方消費税の確定申告（1／4～3／31）
○緑の募金（1／15～5／31）

・岡本ふれあいセンター図
書館の開館時間が今月か
ら変更になります！
　毎週金曜日、土曜日、日曜日、
月曜日の午後１時から午後４時ま
で。蔵書は15000冊あります。地
域外の方も利用できますのでぜ
ひお立ち寄りください。
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2017年（平成29年）

竹 田 市 の　 こ よ み

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

※ 1　竹田市歩こう会　☎ 62-2501（山本）
※ 2　竹田創生館　☎ 62-4100
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9

16

23

5

12

19

26

6
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20

27

7
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21

28

1

8

15

22

・第59回県内一周大分合同駅
伝競走大会竹田市チーム結
団式
10:00～（竹田市本庁舎３階
会議室）

・竹田温泉「花水月」休館日
・５歳児健康診査
受付13:00～
・おはなしルーム
14:00-14:30（竹田幼稚園）

・荻の里温泉　休館日
・【総合健診】 8:00-10:00（竹田
市総合社会福祉センター）
・こころの健康相談
  13:30-15:30（直入支所）
  ※要予約 ☎63-3346

・１歳６か月児 健康診査
受付13:00～

・【水琴館】享保雛・大正雛の展
示 ～３／５㈰
・第19回岡藩城下町ひなまつ
りオープニングセレモニー
  10:00～（竹田創生館）

・竹田市歩こう会【小富士山】
広瀬神社 9:00集合 ※１
・【子牛市場】9:30セリ開始 （豊
後豊肥家畜市場）

・スロージョギング健康教室
9:30～（宮砥分館体育館）問竹
田市生涯学習課 ☎63-4817

・協力隊おせったいな一日　
～竹田市地域おこし協力隊
活動報告会～
10:00-14:00（竹田市総合社
会福祉センター 多目的ホー
ル）

・城下町交流拠点施設設計者
選定プロポーザル公開プレ
ゼンテーション
13:30～（竹田市社会福祉セ
ンター多目的ホール）

・第25回Ｂ＆Ｇ財団会長杯直
入少年柔道大会 9:30～開会
式（竹田市直入B&G海洋セン
ター２階柔道場）
・第６回竹田の山城めぐり「岡
城跡の散策」10:00～〔講師〕
中西義昌氏（旧竹田小学校跡
集合）※２

・荻の里温泉　休館日
・【成牛市場】9:30セリ開始 （豊
後豊肥家畜市場）

・春季県体第59回県内一周大
分合同駅伝競走大会
  14:30-15:30頃【竹田入り】

・春季県体第59回県内一周大
分合同駅伝競走大会
  8:00-8:10【竹田発】

・水の駅おづる休業日
・陽目の里「名水茶屋」（冬季休
業中）
・第２回竹田市農業委員会総会
13:30～（竹田市本庁舎３階委
員会室）
・平成27年分の贈与税の申告
（～３月15日）

・温泉療養文化館「御前湯」休館日、長湯
おんせん市場休業日
・離乳食教室 受付9:50～
・ブックスタート10:00-10:15（竹田市総合
社会福祉センター）
・年金相談 ［完全予約制］10:00-15:00（竹田
市高齢者いきいき交流センター）問日本年
金機構大分年金事務所 ☎097-552-1211
・大分県行政書士会無料相談会13:00～16:00
（大分県行政書士会〔大分市〕）問大分県行
政書士会事務局 ☎097-537-7089

・竹田温泉「花水月」休館日
・平成28年分の所得税及び復興特別所得
税の確定申告（～３月15日）
・おはなしルーム 14:00-14:30（南部幼稚
園）
・こころの健康相談 13:30-15:30（荻支所）
※要予約 ☎63-3346
・人権学習学級「セクシュアルマイノリティ
の人権」〔講師〕木村舞（竹田市社会教育
指導員）15:00～（竹田市本庁舎３階会
議室）

・竹田温泉「花水月」休館日

・大分県行政書士会豊肥支部「無料
相談会」10:00-15:00（豊後大野市
中央公民館）問大分県行政書士会
豊肥支部 ☎0974-63-3280
・こころの健康相談 13:30-15:30（竹
田市総合社会福祉センター）※要
予約 ☎63-3346
・【納期限】 国民健康保険税（11期）、
介護保険料・後期高齢者医療保険
料（８期）

・竹田温泉「花水月」休館日

竹 田 市 の　 こ よ み ２月たけたん情報

白丹温泉館改修工事に
伴う休館（予定）について
お知らせします
休館期間　平成29年２月１日㈬
～３月15日㈬
※工事の都合により期間が変更され
る場合があります。
●お問い合せ
　竹田市久住支所地域振興課
　☎76-1116

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が
土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。　●お問い合せ　竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

建国記念の日

食育の日

北方領土の日

竹田
・２月３日・17日㈮ 13:30～
15:30（古町商栄会）

荻
・２月14日・28日㈫　13:00～
15:00（荻「しらみず」）

久住
・２月14日㈫・23日㈭　13:00
～15:00（久住「りんどう」）

直入
・２月10日・24日㈮　13:00～
15:00（直入「ゆのはな」）

竹田北部「双城」
・２月２日・９日㈭　13:00～
15:00（出あいの湯）

竹田南部「あけぼの」
・２月８日㈬　入田分館
・14日㈫　嫗岳分館
・22日㈬　宮砥分館　13:00～
15:00

平成29年度
荻支所庁舎管理人・
バス運転手を募集します
　応募者の中から書類選考・
面接等により採用を決定しま
す。任用期間はいずれも平成
29年４月１日～平成30年３月
31日です。

①庁舎管理人
勤務時間
　平日は17時から翌日８時
30分まで。閉庁日は８時30
分から翌日の８時30分まで
業務内容
　福祉健康エリア管理人及
び荻支所地域振興課勤務。

②バス運転手
勤務時間
　原則８時30分から17時ま
で。
業務内容
　公用車管理運行業務

　応募方法は竹田市総務課職
員係 ☎63-1111（内線217）、
または竹田市荻支所地域振興
課 ☎68-2211（内線130）まで
お問い合わせください。

今月のよりそいカフェ

畜産座談会
○直入地域
　３月６日㈪ 14:00～（直入支所大会議室）
○久住地域　
　３月７日㈫ 14:00～（久住公民館機能回復訓練室）
○竹田地域
　３月８日㈬ 14:00～（大分県農協竹田支店２階会議室）

行政なんでも相談所 
地　域 相談日 時　間 開　催　場　所
竹田

２月15日㈬

竹田市総合社会福祉センター　相談室 
荻 10:00～

12:00
荻公民館　幼児室

久住
直入

久住公民館　健康相談室
直入支所　小会議室

　〔竹田〕阿南　茂　☎ 67-2608　　〔 荻 〕佐藤孝幸　☎ 68-3510
　〔久住〕本郷俊一　☎ 76-1304　　〔直入〕児玉龍明　☎ 75-2426

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで　〝困ったら一人で悩まず行政相談!〞

◇立候補予定者説明会を開催します。
　竹田市長選挙及び竹田市議会議員選挙に立候補を予定している方（または代理の
方）は、１候補者につき２名以内で必ず出席してください。
　　日　時　 ３月17日㈮　〔竹田市長選挙〕午前10時～
　　　　　　　　　　　　 〔竹田市議会議員選挙〕午後１時30分～
　　場　所 　竹田市役所３階会議室
●お問い合せ　竹田市選挙管理委員会事務局 　☎0974-63-1111（内線360・330） 
　　　　　　　☎0974-63-4814（直通） 

◆2017年３月上旬の主な予定
　 １日㈬～　農業委員及び農地利用最適化推進員募集開始
　 ２日㈭　・障がい児・障がい者家族交流会 
　　　　　　13:30-15:30（竹田市高齢者いきいき交流センター）
　 ３日㈮　・第19回岡藩城下町雛まつり ～３/５㈰まで
　　　　　　「流し雛」10:30～（豊後竹田駅前稲葉川河川敷）
　  4 日㈯　・ひいなあそび 11:30～（コミセン予定地・竹田市本町）
　  5 日㈰　・第30回岡の里名水マラソン大会
　　　　　　9:00～開会式 10:00～（竹田市総合運動公園スタート・フィニッシュ）

・第３回就職セミナー＆合同企
業就職相談会 13:00-16:00（竹
田市総合社会福祉センター　
多目的ホール）
・「市民が主役」の文化ホールを
創るための学習会～市民先進
地研修報告会～ 15:00～（竹
田分館２階大広間）

４月16日（日）は、竹田市長・竹田市議会
議員選挙の投票日です。
期日前投票は４月10日（月）～４月15日（土）まで

※詳しいことは広報たけた３月号でお知らせします。

月
間
・
そ
の
他

○相続登記はお済ですか月間
○サイバーセキュリティ月間（～3／18）
○北方領土返還運動全国強調月間
○冬の省エネルギー月間
○「はたちの献血」キャンペーン（1／1～2／28）
○個人事業者の消費税及び地方消費税の確定申告（1／4～3／31）
○緑の募金（1／15～5／31）

・岡本ふれあいセンター図
書館の開館時間が今月か
ら変更になります！
　毎週金曜日、土曜日、日曜日、
月曜日の午後１時から午後４時ま
で。蔵書は15000冊あります。地
域外の方も利用できますのでぜ
ひお立ち寄りください。
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日
㈰　

午
前
10
時
～

開
会

集
合
場
所　

旧
竹
田
小
学
校
跡

内
容　

岡
城
跡
の
散
策

講
師　

中
西
義
昌
さ
ん
（
北
九
州
市

立
自
然
史
・
歴
史
博
物
館
学
芸
員
）

参
加
費　

５
０
０
円

問
・　

 

岡
の
里
事
業
実
行
委
員
会

（
竹
田
創
生
館
）
☎
62－

４
１
０
０

人　

権

　

同
性
愛
、
性
同
一
性
障
が
い
な

ど
、
社
会
の
中
で
少
数
派
と
さ
れ
る

人
た
ち
の
現
状
と
人
権
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

学
級
生
以
外
の
方
も
自
由
に
受
講

し
て
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
16
日
㈭　

午
後
３
時
～ 

会
場　

竹
田
市
本
庁
舎
３
階
会
議
室

テ
ー
マ
「
知
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る

人
権
学
習
」

講
師　

竹
田
市
社
会
教
育
指
導
員  

木
村　

舞

※�

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問 

竹
田
市
教
育
委
員
会　

生
涯
学

習
課 

☎
63－

４
８
１
７

年　

金

　

平
成
29
年
４
月
よ
り
、
口
座
振
替

に
加
え
て
現
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
に
つ
い
て
も
、
割
引
額
の
大

き
な
２
年
前
納
を
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
現
金
（
納
付
書
）
に
よ
る
前
納

　

任
意
の
月
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の

前
納
が
可
能
に
な
り
ま
す
（
最
大
で

４
月
分
か
ら
翌
々
年
３
月
分
ま
で
の

２
年
分
の
前
納
が
可
能
に
な
り
ま

す
）。

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
前
納

　

新
た
に
２
年
前
納
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
現
在
の
口
座
振
替
に
よ
る
２

年
前
納
と
同
じ
く
、
４
月
分
か
ら

翌
々
年
３
月
分
ま
で
の
保
険
料
を
４

月
末
に
納
付
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ

る
２
年
前
納
の
お
申
し
込
み
は
平
成

29
年
１
月
か
ら
受
付
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
11
月
か
ら
お
送
り
し

て
い
る
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
に
も
、「
お
知

ら
せ
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た

は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

大
分
年
金
事
務
所　

国
民
年
金

課　

☎
０
９
７－

５
５
２－

１
２
１
１

消
費
者
行
政

●
消
費
期
限

　

品
質
（
状
態
）
が
急
速
に
劣
化
し

や
す
い
食
品
に
付
け
ら
れ
る
表
示

（
期
限
を
過
ぎ
た
ら
食
べ
な
い
よ
う

に
す
る
）。「
定
め
ら
れ
た
方
法
に
よ

り
保
存
し
た
場
合
」
に
お
い
て
、
腐

敗
、
変
敗
そ
の
他
の
品
質
（
状
態
）

劣
化
に
伴
い
、
安
全
性
を
欠
く
こ
と

と
な
る
恐
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る

期
限
を
示
す
年
月
日
の
こ
と
。

〔
例
〕
弁
当
、
調
理
パ
ン
、
そ
う
ざ

い
、
生
菓
子
類
、
食
肉
、
生
め
ん
類

等●
賞
味
期
限

　

品
質
の
劣
化
が
比
較
的
穏
や
か
な

食
品
に
付
け
ら
れ
る
表
示
（
期
限
を

過
ぎ
た
ら
必
ず
し
も
食
べ
ら
れ
な
く

な
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
）。

「
定
め
ら
れ
た
方
法
に
よ
り
保
存
し

た
場
合
」
に
お
い
て
、
期
待
さ
れ
る

す
べ
て
の
品
質
の
保
持
が
十
分
に
可

能
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
期
限
を
示

す
年
月
日
の
こ
と
。

〔
例
〕
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、
即
席
め
ん

類
、
缶
詰
、
牛
乳
、
乳
製
品
等

※�

期
限
表
示
と
は
「
開
封
前
の
状
態
で
定

め
ら
れ
た
方
法
で
保
存
し
た
場
合
」
の

期
限
で
す
。
一
度
開
封
し
た
食
品
は
、

期
限
に
関
わ
ら
ず
早
め
に
食
べ
き
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館�

☎
63

－

２
２
０
０

第
６
回
竹
田
の
山
城
め
ぐ
り

申

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
人
権

平
成
29
年
４
月
よ
り 

国
民
年
金
で
２
年
前
納
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
払
い
が
可
能
に
！

消
費
生
活
相
談
窓
口
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
費
期
限
と
賞
味
期
限
の
違
い
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aketa  Information

問 

竹
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
竹

田
市
市
民
課
窓
口
）　

☎
63－

４
８
３

４　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
月
～
金　

平
日
の
み
）
／
大
分
県

消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

（
ア
イ
ネ
ス
）
☎
０
９
７－

５
３
４－

０
９
９
９

農　

業

　

竹
田
市
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

農
作
物
被
害
や
家
畜
伝
染
病
を
防
ぐ

為
に
、
農
家
の
皆
様
が
設
置
す
る
電

気
柵
等
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
29
年
度
も
同
様
の
事
業
を
計

画
し
て
お
り
、
助
成
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
竹
田
市
農
政
課
、
ま
た
は
各

支
所
産
業
建
設
係
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
期
間　

２
月
１
日
㈬
～
３
月
10

日
㈮
ま
で

制
度
の
概
要

○
県
単
電
気
柵

■
補
助
要
件

・�

設
置
延
長
２
０
０
㍍
以
上
で
あ
る

こ
と

・�

電
気
柵
資
材
１
セ
ッ
ト
を
購
入
す

る
こ
と
（
２
段
張
り
で
２
０
０
㍍

設
置
で
き
る
資
材
内
容
で
あ
る
こ

と
。
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
併
用
電
気

柵
に
つ
い
て
は
５
段
張
り
で
２
０

０
㍍
設
置
で
き
る
資
材
内
容
）

◆
補
助
率

・�

３
分
の
２
（
上
限
３
万
２
０
０
０

円
、
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
併
用
に
つ

い
て
は
上
限
５
万
８
０
０
０
円
）

○
市
単
防
護
柵

■
補
助
要
件

・�
イ
ノ
シ
シ
被
害
防
止
の
た
め
に
設

置
す
る
防
護
柵
の
資
材
で
あ
る
こ

と
（
音
や
光
で
防
護
す
る
機
器
及

び
電
池
、
バ
ッ
テ
リ
ー
は
不
可
）

◆
補
助
率

・�

３
分
の
１
（
資
材
費
合
計
３
万
円

以
上
が
対
象
）

○
県
単
金
網
柵

■
補
助
要
件

・�

延
長
１
０
０
０
㍍
以
上
設
置
す
る

こ
と

・
設
置
者
２
名
以
上
で
あ
る
こ
と

・�

柵
の
高
さ
が
１
０
０
㌢
以
上
で
あ

る
こ
と

◆
補
助
率

・�

３
分
の
２
（
上
限
１
０
０
０
㍍
あ

た
り
55
万
５
４
２
９
円
）

※�

１
０
０
０
㍍
以
上
の
大
規
模
で
の

金
網
柵
設
置
を
検
討
し
て
い
る
場

合
は
、
必
ず
事
前
に
農
政
課
、
ま

た
は
各
支
所
産
業
建
設
係
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※�

制
度
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年

度
の
も
の
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
内
容

に
つ
い
て
一
部
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問 

竹
田
市
農
政
課　

林
業
振
興
室 

☎
63－
４
８
０
５

水　

道

　

竹
田
市
水
道
課
で
は
、
水
道
水
の

安
全
確
保
の
た
め
、
水
道
法
に
基
づ

き
定
期
的
な
水
質
検
査
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　

水
道
法
の
施
行
規
則
で
は
、
新
年

度
に
実
施
す
る
水
質
検
査
の
内
容
に

つ
い
て
「
水
質
検
査
計
画
」
を
策
定

し
、
需
要
者
へ
公
表
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
竹
田
市
水
道
課
で

は
「
平
成
29
年
度
水
質
検
査
計
画
」

を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
閲
覧
ご
希

望
の
方
は
、
竹
田
市
水
道
課
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
閲
覧
は
平
成
29
年
３
月
１

日
㈬
か
ら
と
な
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
竹
田
市
有
害
鳥
獣

被
害
防
止
対
策
事
業
（
イ
ノ
シ
シ

被
害
防
止
対
策
事
業
）
の
ご
案
内

平
成
29
年
度
水
質
検
査
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

　竹田市中心部の「生活のしやすさ」や「観光の魅力向上」を図ろうと、竹田市公共交通計画策定の一環として循環
バス「まちめぐり号」の試験運行を行います。
　運行路線は、岡城や武家屋敷通りをめぐる「岡城コース」と、城下町と玉来の商業施設などを結ぶ「おでかけコース」。
平日は１日５便を運行します（土・日・祝日は、岡城コースのみ）。
　また、ジャンボタクシーの大きさのバスで、各施設の駐車場までの乗り入れが可能です。
（詳しくは今月号の全戸配布のチラシをご覧ください）
　市民のみなさま、お誘いあわせのうえ、バスでのお出かけをお楽しみください。

　運行期間　　３月１日（水）～ 31日（金）までの１か月間
　乗車料金　　１日 300円　※チケット購入時に１日利用券を配布します。

●お問い合せ　竹田市企画情報課　☎63-4801

市街地循環バスを試験運行します！
３月はバスに
夢を乗せて♪

運行路線 運行経路 運行距離 所要時間

おでかけコース
竹田駅前 → 総合運動公園 → 玉来 → 岡城天然温泉月
のしずく → 竹田市役所 → 竹田駅前

10.53km 約30分

岡城コース 竹田駅前 → 詩聲館 → 岡城跡 → 竹田本町 → 竹田駅前 3.81km 約15分

2017年2月発行15



たけたん情報

入　

札

　

竹
田
市
が
発
注
す
る
物
品
の
買
入

れ
、
製
造
の
請
負
（
工
事
の
請
負
は

除
く
）、
役
務
の
提
供
に
係
る
競
争

入
札
参
加
に
は
、
資
格
審
査
申
請
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。
資
格
審
査
申

請
を
さ
れ
る
方
は
、
次
に
従
っ
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

平
成
29
年
２
月
１
日

㈬
～
28
日
㈫

※�

平
成
29
年
３
月
１
日
㈬
～
３
月
31

日
㈮
の
期
間
に
資
格
審
査
を
行
い

ま
す
の
で
、
こ
の
期
間
は
受
付
を

行
い
ま
せ
ん
。

　

平
成
29
年
４
月
３
日
㈪
以
降
に
随

時
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
資
格
を
付
与
し
た
日
か
ら

有
効
と
な
る
た
め
、
希
望
す
る
入
札

に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法

①
提
出
場
所

　

〒
８
７
８

－
８
５
５
５　

大
分
県

竹
田
市
大
字
会
々
１
６
５
０
番
地　

竹
田
市
役
所　

契
約
検
査
室	

②
提
出
方
法

　

持
参
・
郵
送
可
。
平
成
29
年
２
月

28
日
㈫
消
印
有
効
。

　

た
だ
し
、
受
付
書
が
必
要
な
方
は

切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

資
格
認
定
審
査
の
通
知
に
つ
い
て

は
「
認
定
し
な
い
方
の
み
発
行
」

し
ま
す
。

③
提
出
書
類

　

次
に
掲
げ
る
書
類
を
紙
フ
ァ
イ

ル
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
ま
た
は
ク

リ
ッ
プ
等
で
綴
り
込
み
の
う
え
、
１

部
提
出
の
こ
と
（
ホ
ッ
チ
キ
ス
止
め

は
避
け
る
こ
と
）。
提
出
書
類
一
覧

は
〔
表
１
〕
の
と
お
り
。

④
有
効
期
間

　

平
成
29
年
４
月
１
日
（
４
月
１
日

以
降
の
受
付
に
あ
っ
て
は
、
資
格
を

付
与
し
た
日
）
か
ら
平
成
31
年
３
月

31
日
ま
で

注
意
事
項

※�

公
的
機
関
の
発
行
す
る
書
類
は
、

発
行
日
か
ら
３
か
月
以
内
の
も
の

と
す
る
。

問 

竹
田
市
契
約
検
査
室　

☎
63－

４

８
３
５
（
内
線
１
０
７
・
１
０
８
）

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
竹
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
が
可
能
で
す
。

支　

援

　

大
分
県
点
字
図
書
館
で
は
、
視
覚

障
が
い
者
の
た
め
の
点
字
図
書
・
録

音
図
書
等
を
作
成
し
て
い
た
だ
く
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
た
め
に
、

毎
年
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
程　

平
成
29
年
４
月
～
平
成
30
年

３
月　

午
前
10
時
～
正
午

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会
・
毎
週
金

曜
日
（
定
員
15
名
程
度
）
／
音
訳
奉

仕
員
養
成
講
習
会
・
毎
週
火
曜
日

（
定
員
20
名
程
度
）

※
各
講
習
会
延
べ
40
回
程
度

場
所　

大
分
県
点
字
図
書
館

受
講
料　

無
料

応
募
条
件　

原
則
と
し
て
毎
回
受
講

可
能
な
方
、
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
で

簡
単
な
操
作
が
で
き
る
方
。
講
習
会

平
成
29
・
30
年
度  

物
品
等
競
争
入

札
参
加
資
格
申
請
受
付
開
始

点
訳
・
音
訳
奉
仕
員
養
成
講
習

会
受
講
者
募
集

〔表１〕

番
号 書類の名称

法人
個人 備　　　　考

（市内）（市外）

1 競争入札（見積）参加資格申請書 ○ ○ ○ 様式第１号

2 経営概要書 ○ ○ ○ 様式第２号

3 物品その他業務委託分類表 ○ ○ ○ 別表１

4 代表者身分証明書 ○ ○ ○
履歴事項全部証明書（法務局にて発行）：写し可
※個人の場合は市長村長発行の身分証明書

5 財務諸表
・貸借対照表
・損益計算書

○ ○ －
決算書：写し可
直前１年間の事業年度分に係るもの

6
営業用純資本額に関する
書類及び収支計算書

－ － ○ 確定申告書等財務諸表に類する書類：写し可

7 納税証明書

市税完納証明書 ○ △ ○
市役所税務課及び支所いきいき市民課にて発行
（手数料300円/通）：写し可
※竹田市内に事業所、または営業所を有する場合

所得税 － － ○ 税務署にて発行：写し可

法人税 ○ ○ － 税務署にて発行：免税事業者は除く：写し可

8 委任状 － △ －
様式第３号
※委任のある場合

9 誓約書 ○ ○ ○ 暴力団等ではない旨の誓約書

※本店から竹田市内の営業所に委任する場合は、委任状及び市税完納証明書が必ず必要となります。
市税完納証明書は平成29年１月４日以降の証明日に限るものとします。
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aketa  Information

終
了
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

継
続
し
て
点
字
図
書
館
に
お
け
る
点

字
図
書
・
録
音
図
書
の
製
作
に
協
力

で
き
る
方

申
込　

往
復
は
が
き
に
希
望
講
習
会

名
（
点
訳
・
音
訳
の
い
ず
れ
か
）、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
大
分
県
点
字
図
書
館
ま
で

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

（
平
成
29
年
３
月
７
日
㈫
必
着
）

問 

大
分
県
点
字
図
書
館
（
大
分
市

中
島
東
１－

２－

28
）
☎
０
９
７－

５
３

８－

０
３
９
９

　

５
月
９
日
㈫
～
14
日
㈰
に
大
分
県

立
美
術
館
（
大
分
市
）
で
開
催
さ
れ

る
「
美
術
展
」
に
出
品
す
る
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

資
格　

県
内
に
在
住
す
る
60
歳
以
上

（
昭
和
33
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
）
で
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

作
品　

①
出
品
者
個
人
が
創
作
し
、

未
発
表
の
も
の
と
す
る
。
②
各
部
門

と
も
１
人
１
点

テ
ー
マ　

特
に
定
め
な
い

出
品
料
等　

出
品
料
は
無
料

出
品
部
門
（
８
部
門
）

　

日
本
画
の
部
（
日
本
画
、
水
墨

画
）、
洋
画
の
部
（
油
絵
、
ア
ク
リ

ル
画
、
水
彩
、
素
描
、
版
画
、
パ
ス

テ
ル
画
）、
彫
刻
・
彫
塑
の
部
（
彫

刻
・
彫
塑
、
そ
の
他
立
体
作
品
）、

工
芸
の
部
（
陶
芸
、
染
織
、
漆
芸
、

金
工
、
木
竹
、
人
形
そ
の
他
）、
書

の
部
（
漢
字
、
か
な
、
篆
刻
、
調
和

体
及
び
前
衛
、
刻
字
を
問
わ
ず
）、

写
真
の
部
（
カ
ラ
ー
、
モ
ノ
ク
ロ
は

問
わ
ず
）

※�
従
来
の
６
部
門
に
加
え
、「
集
団

創
作
（
工
芸
）
の
部
」、「
ジ
ュ
ニ

ア
絵
画
の
部
」
を
設
け
て
開
催
さ

れ
ま
す
。
各
部
門
と
も
詳
細
な
規

格
、
要
領
は
高
齢
者
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

２
月
10
日
㈮
～
３
月
21

日
㈫

申
込
方
法　

高
齢
者
福
祉
課
、
各
支

所
い
き
い
き
市
民
課
に
、
窓
口
備
付

の
出
品
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問 

竹
田
市
高
齢
者
福
祉
課　

☎
63－

１
１
１
１
（
内
線
１
３
８
）

就
学
援
助

　

就
学
援
助
制
度
と
は
、
経
済
的
な

理
由
に
よ
り
お
子
様
の
小
学
校
や
中

学
校
へ
の
就
学
が
困
難
な
ご
家
庭
に

対
し
、
市
が
給
食
費
や
学
用
品
等
の

費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

　

対
象
者
は
、
市
内
に
住
所
を
有
す

る
児
童
生
徒
の
保
護
者
で
、
生
活
保

護
法
に
基
づ
く
保
護
の
停
止
、
ま
た

は
廃
止
を
受
け
た
方
、
市
民
税
が
非

課
税
、
ま
た
は
減
免
を
受
け
た
方
、

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

る
方
、
保
護
者
の
世
帯
全
員
の
収
入

総
額
が
少
な
く
生
活
が
経
済
的
に
厳

し
い
等
、
認
定
基
準
に
該
当
す
る
方

で
す
。

　

援
助
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
の
方

は
、
２
月
17
日
㈮
ま
で
に
就
学
を
予

定
さ
れ
て
い
る
各
小
中
学
校
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問 

竹
田
市
教
育
委
員
会　

学
校
教

育
課　

☎
63－

４
８
３
３

第
28
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
「
美
術
展
」
の
作
品
募
集

就
学
援
助
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

　
城き

原ば
る

地
区
伝
統
芸
能
保
存
会
（
工
藤
智
言

会
長
）
と
白
丹
地
区
の
仲な
か

原ば
る

神
楽
座
（
見
崎

博
憲
会
長
）
は
、
地
域
の
伝
統
芸
能
を
保

存
・
継
承
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
神
楽

座
の
衣
装
の
新
調
や
用
具
の
修
繕
を
行
い
ま

し
た
。

　
城
原
神
楽
座
の
衣
装
の
新
調
、
竹
田
市
無

形
文
化
財
阿
鹿
野
獅
子
の
獅
子
頭
と
蚊
帳
を

修
繕
整
備
し
、
恒
例
と
な
っ
た
城
原
夜
神
楽

や
秋
季
大
祭
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
仲
原
神
楽
座
で
は
衣
装
・
用
具
を

新
調
、
大
太
鼓
を
修
繕
し
、
秋
季
大
祭
や
祈

願
祭
に
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
伝
統
芸
能
を
継
承
す

る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
さ
ら
な
る
盛
り

上
が
り
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
地
域
主
体
の

活
動
展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

宝くじの助成金で
伝統芸能用具を整備しました！

地域のコミュニティ活動の充実・強化！

城原神楽・仲原神楽

↑城原神楽

↑仲原神楽

2017年2月発行17



たけたん情報

募　

集

　

農
業
委
員
の
選
任
方
法
が
公
選
制

か
ら
任
命
制
に
変
更
さ
れ
、
新
た
に

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
も
新
設

さ
れ
ま
し
た
。
竹
田
市
で
は
平
成
29

年
７
月
20
日
か
ら
新
た
な
体
制
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
委
員

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

募
集
期
間　

３
月
１
日
㈬
～
31
日
㈮

募
集
人
数　

農
業
委
員
13
人
／
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
35
人

※�

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
つ

い
て
は
、
地
区
（
18
地
区
）
ご
と

の
募
集
に
な
り
ま
す
。

任
期　

平
成
29
年
７
月
20
日
か
ら
３

年
間

応
募
方
法　
「
推
薦
」
と
「
自
ら
の

応
募
」
の
２
種
類

※�

応
募
に
つ
い
て
詳
細
は
、「
農
業

委
員
会
だ
よ
り　

第
12
号
」
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

　

募
集
要
項
、
応
募
用
紙
は
農
業
委

員
会
事
務
局
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

竹
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w
w
.city.taketa.oita.jp/

）
で
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

問 

竹
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局
（
市

役
所
本
庁
内
）
☎
63－

４
８
１
５
（
内

線
２
８
２
）

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
糖
尿
病
等

の
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
の
た
め
、
健
康
診
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

受
診
券
の
有
効
期
限
は
平
成
29
年

３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

す
で
に
生
活
習
慣
病
等
の
治
療
を

定
期
的
に
さ
れ
て
い
る
方
や
、
本
年

度
特
定
健
診
ま
た
は
そ
れ
に
相
当
す

る
健
診
を
受
診
さ
れ
た
方
は
、
必
ず

し
も
受
診
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

○�

健
診
を
受
け
る
際
に
持
参
す
る

も
の

　

健
康
診
査
受
診
券
と
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証

問 

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合　

☎
０
９
７－

５
３
４－

１
７
７

１
（
代
）
／
竹
田
市
保
険
健
康
課
国

保
・
高
齢
者
医
療
係　

☎
63

－

１
１

１
１
（
内
線
１
７
８
・
１
７
９
）

竹
田
市
国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

竹
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
生
活

習
慣
病
の
早
期
発
見
や
重
症
化
予
防

と
若
い
世
代
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
、
無
料
で
健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
健
診
を
受
診
で
き
る
期

限
は
平
成
29
年
２
月
28
日
迄
で
す
。

今
年
度
ま
だ
受
診
を
し
て
い
な
い
方

は
、
早
め
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

○�

健
診
を
受
け
る
際
に
持
参
す
る

も
の

　

特
定
健
診
受
診
券
と
保
険
者
証

（
特
定
健
診
受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た

方
は
再
発
行
で
き
ま
す
）

問 

竹
田
市
保
険
健
康
課
国
保
・
高

齢
者
医
療
係　

☎
63－

１
１
１
１
（
内

線
１
７
８
・
１
７
９
）

月
間
・
週
間

期
間　

２
月
１
日
～
28
日　

午
前
９

時
～
午
後
４
時
（
土
・
日
・
祝
日
は

お
休
み
）

相
談
窓
口　

各
司
法
書
士
事
務
所

相
談
内
容　

遺
産
分
割
、
遺
言
、
相

続
分
等
、
相
続
に
関
す
る
問
題
と
登

記
手
続

※
期
間
中
の
相
談
は
無
料
で
す
。

問 

大
分
県
司
法
書
士
会　

☎
０
９

７－

５
３
２－

７
５
７
９

研
修
報
告
会

　

研
修
に
つ
い
て
「
竹
田
市
民
」
の

視
点
か
ら
考
察
し
て
い
た
だ
き
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
報
告
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
そ
の
後
、
参
加
者
に
よ

る
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。
初
め
て

の
ご
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
18
日
㈯　

午
後
３
時
～

午
後
５
時

会
場　

竹
田
分
館　

２
階
大
広
間

講
師　

佐
藤
雅
光
さ
ん
（
ま
ち
づ
く

り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

内
容　
「
す
べ
て
の
市
民
が
『
自
分

の
居
場
所
』
と
感
じ
ら
れ
る
文
化

ホ
ー
ル
づ
く
り
と
は
」

対
象　

竹
田
市
在
住
、
在
学
、
在
勤

者
（
年
齢
問
い
ま
せ
ん
）。

※�
報
告
会
・
意
見
交
換
会
終
了
後
、

参
加
者
の
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

竹
田
市
農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
を
募
集
！

健
康
診
査
は
受
け
ま
し
た
か
？

健
診
日
、の
こ
り
あ
と
わ
ず
か
！

早
め
の
受
診
を

２
月
は
「
相
続
登
記
は
お
済
で

す
か
」
月
間
で
す

「
市
民
が
主
役
」
の
文
化
ホ
ー

ル
を
創
る
た
め
の
学
習
会

～
市
民
先
進
地
視
察
研
修
報
告
会
～

問= お問い合わせ先　 　= 申込み先申 広報たけた  平成29年2月号 18
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（
交
流
会
は
有
料
・
要
予
約
）

問
・　

 

竹
田
市
教
育
委
員
会　

生
涯

学
習
課　

☎
63－

４
８
１
７

syougai@
city.taketa.lg.jp

労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！

大
分
県
最
低
賃
金

１
時
間　

７
１
５
円

効
力
発
生
日
は
、
平
成
28
年
10
月

１
日特

定（
産
業
別
）最
低
賃
金

・
鉄
鋼
業..............................

８
６
１
円

・
非
鉄
金
属
製
造
業..........

８
４
６
円

・�

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回

路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信

機
械
器
具
製
造
業...........

７
６
４
円

・�

自
動
車
・
同
附
属
製
造
業
、
船
舶

製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造

業........................................

８
１
３
円

・
各
種
商
品
小
売
業...........

７
１
６
円

・�

自
動
車
（
新
車
）
小
売
業

　

............................................

７
８
０
円

効
力
発
生
日
は
、
平
成
28
年
12
月

25
日

問 
大
分
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

室　

☎
０
９
７－

５
３
６－

３
２
１
５

／
豊
後
大
野
労
働
基
準
監
督
署　

☎

０
９
７
４－

22－

０
１
５
３

申

求人
情報

ハローワーク豊後大野
竹田市ふるさとハローワーク　問 ☎63-1101

①相談員２人 16.4 ～ 30万円　②自動車整備
士１人 15 ～ 25万円　③営業１人 14 ～ 25万
円　④総合職１人 15 ～ 20万円　⑤生コン輸
送係１人 15 ～ 20万円　⑥製造スタッフ１人 
16 ～ 23万円　⑦配管工１人 13.5 ～ 33.3万円  
⑧ 一 般 事 務１人 13.2万 円　 ⑨ 介 護 職 ３ 人 
14.9 ～ 15.9万円　⑩スタート室係１人 15万
円　⑪調理員１人 25万円　⑫幼稚園教諭１
人 14.4 ～ 15.4万円
〔パート求人（時給）〕
⑬接客・清掃・雑務２人 800 ～ 950円　⑭
ホールスタッフ２人 800 ～ 1000円　⑮収穫
箱詰め作業員３人 900 ～ 1000円　⑯事務・
販売員１人 750円　⑰洗浄員１人 780円　⑱
厨 房 係 １ 人 730円　 ⑲ 美 容 師 １ 人 900 ～
1100円　⑳送迎運転手１人 720円　㉑接客係
１人 1200 ～ 1500円　㉒清掃スタッフ２人 
715 ～ 750円　㉓介護補助者２人 750 ～ 800
円　㉔接客・調理補助１人 715円

今月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

4

8

1 3

9

2

10 11

15 16 17 18

22 23 24 25

5 6 7

12 13 14

19 20 21

26 27 28

誕生おめでとう 12 月生まれ（親・自治会）

※竹田市立図書館は全休です。

竹田市立図書館本館は、２月１日から
５月の新館開館まで休館いたします

竹田市立図書館　　　　　　☎・FAX 0974-63-1048

　なお、荻・久住・直入の３図書室はこれまでどおりご利用でき
ますが、本館は本の貸し出しができなくなるほか、館内での閲覧
もできなくなります。ご利用者の皆様にはご迷惑をおかけします
が、何卒ご了承ください。
　また、ご自宅に借りたままの本がございましたら、本館の返却
ポスト、または３図書室まで返却してください。どうぞよろしく
お願いいたします。

■荻図書室（荻駅交流館図書室）
　TEL・FAX 68-2200
■久住図書室（久住公民館）
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室（直入支所）
　TEL 75-2211・FAX 75-2217

2017年2月発行19



ぼくたち・私たちの

学び舎

交　流

↑トマト天国で合唱を披露する緑中生徒のみなさん

↑文化祭で「ふるさと荻」をテーマにした演劇を発表

↑調印をする首藤市長

↑会場は、高雄市田寮区にある観光
名所 “月世界”

←立会人の許銘春高
雄市副市長（写真
中央）、王昌文田
寮区長（写真右）

　
本
校
旧
入
口
に
「
人
生
二
度
な

し
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
「
人
生
門
」
と
呼
ば
れ
る
内
門

が
あ
り
ま
す
。「
人
生
二
度
な
し
」

は
、
哲
学
者
の
森
信
三
先
生
の
言
葉

で
、「
職
業
に
上
下
も
な
け
れ
ば
貴

賤
も
な
い
。
し
か
し
、
人
生
は
一

度
。
ど
う
せ
や
る
な
ら
覚
悟
を
決
め

て
や
り
な
さ
い
。
農
業
を
す
る
な

ら
、
た
だ
作
物
を
つ
く
る
の
で
は
な

く
、
常
に
研
究
心
を
持
っ
て
臨
み
、

い
つ
か
は
、
農
業
を
目
指
す
人
の
手

本
に
な
る
よ
う
な
農
業
を
し
な
さ

い
」
と
い
っ
た
教
え
で
す
。

　
現
在
荻
地
域
は
、
市
内
で
も
若

者
が
多
く
、
元
気
の
よ
い
地
域
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
数
も
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
農
業
を
担
う

若
者
は
、
農
業
に
自
信
と
誇
り
を

持
っ
て
取
り
組
み
、
さ
ら
に
研
究
を

深
め
、
こ
の
地
域
を
西
日
本
有
数
の

野
菜
の
産
地
に
し
ま
し
た
。「
人
生

二
度
な
し
」
の
教
え
が
生
き
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
本
校
の
学
校
教
育
目
標
は
、「
ふ
る

さ
と
荻
に
誇
り
を
持
て
る
、
か
し
こ

く
、
心
豊
か
で
、
た
く
ま
し
い
緑
中

生
」
で
す
。
今
年
度
、
こ
の
目
標
具

現
化
の
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動

を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。
授
業
で
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
育
成
に

重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
協
調
学
習

の
手
法
を
取
り
入
れ
た
授
業
、
全
校

縦
割
り
で
の
集
会
活
動
や
授
業
、
竹

田
南
部
中
と
の

Ｔ
授
業
（
交
流

学
習
）
等
で
、

そ
の
力
を
磨
い

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
郷
土

学
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

文
化
祭
で
は
、

一
年
生
が
郷
土

の
文
化
財
・
産

業
・
人
に
つ
い
て
学
習
し
た
こ
と
を

も
と
に
、「
ふ
る
さ
と
荻
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
演
劇
に
取
り
組
み
、
多
く

の
方
を
感
動
さ
せ
ま
し
た
。
地
域
行

事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
毎
年
、
ふ
る
さ
と
祭
り
で
合
唱

を
披
露
し
、
荻
地
域
体
育
祭
で
運

営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
手
伝
う
な
ど
し

て
、
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
地

域
、
保
護
者
の
学
校
教
育
へ
の
関
心

も
高
く
、
各
種
行
事
へ
の
協
力
は
勿

論
の
こ
と
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

と
し
て
、
お
話
や
指
導
を
し
て
い
た

だ
く
機
会
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
地
域
で
育
ち
、
地
域
を

愛
し
、
地
域
に
誇
り
を
持
ち
、
そ
し

て
自
分
に
自
信
を
持
っ
て
社
会
で

活
躍
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
小
出
久
美
夫
） ↑「人生二度なし」哲学者・森信三

先生の言葉

今
月
の
学
び
舎

　竹
田
市
立
緑
ヶ
丘
中
学
校

　
台
湾
高
雄
市
と
の
交
流
の
き
っ

か
け
は
、
高
雄
市
在
住
の
書
家
陳
世

憲
先
生
と
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
フ
ォ
ー

ス
大
分
の
故
阿
南
福
登
先
生
や
大

塚
邦
彦
先
生
と
の
長
年
の
お
付
き

合
い
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　
高
雄
市
は
、
台
湾
の
最
も
南
に
位

置
す
る
人
口
２
７
９
万
人
の
台
湾
第

２
の
都
市
で
あ
り
、
熱
帯
気
候
の
た

め
冬
で
も
温
暖
で
す
。
田
寮
区
は
、

市
の
北
西
部
に
位
置
し
四
面
を
山

に
囲
ま
れ
た
起
伏
に
富
ん
だ
丘
陵

地
帯
の
面
積
約
90
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
人
口
約
８
０
０
０
人
の
小
さ

な
区
で
す
。

　
田
寮
区
に
は
、
台
湾
で
有
名
な
月

世
界
悪
地
形
と
炭
酸
冷
泉
が
あ

り
、
竹
田
市
に
は
日
本
一
の
炭
酸
泉

と
素
晴
ら
し
い
高
原
地
帯
が
あ
り
、

優
れ
た
自
然
景
観
を
有
し
て
い
る
こ

と
や
農
業
が
主
産
業
で
あ
る
こ
と

な
ど
多
く
の
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。

　
観
光
文
化
友
好
交
流
都
市
覚
書

調
印
式
に
は
、
日
台
交
流
協
会
会

長
や
高
雄
市
議
会
議
員
、
田
寮
区
の

里
長
の
皆
様
を
は
じ
め
、
本
市
訪
問

団
11
名
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
首
藤
勝
次
竹
田
市
長
、
王
昌
文

田
寮
区
長
、
立
会
人
の
許
銘
春
高

雄
市
副
市
長
が
覚
書
に
署
名
、
今

後
の
末
永
い
友
好
交
流
を
誓
い
ま

し
た
。

　
調
印
に
先
立
ち
、
王
昌
文
田
寮
区

長
は
、「
素
晴
ら
し
い
景
観
を
有

し
、
人
情
に
あ
ふ
れ
る
両
市
民
が
文

化
、
観
光
、
教
育
な
ど
の
多
方
面
で

交
流
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
た

い
。
交
流
を
通
し
て
市
民
が
異
文
化

を
体
験
し
さ
ら
に
友
情
を
深
め
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
挨

拶
。
続
い
て
立
会
人
の
許
銘
春
高
雄

市
副
市
長
が
、「
田
寮
区
の
大
崗
山

温
泉
に
は
台
湾
で
も
珍
し
い
良
質

の
炭
酸
泉
が
湧
い
て
い
る
が
、
竹
田

市
に
は
日
本
一
の
炭
酸
泉
で
有
名
な

長
湯
温
泉
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

本
日
の
調
印
式
の
会
場
は
、
国
際
的

な
観
光
地
で
あ
る
〝
月
世
界
〞
で

す
。
素
晴
ら
し
い
景
観
を
有
す
る
両

市
の
友
好
都
市
の
調
印
式
が
最
も

ふ
さ
わ
し
い
会
場
で
行
わ
れ
る
こ
と

に
大
き
な
喜
び
を
感
じ
る
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
最
後
に
首
藤
市

長
は
「
陳
先
生
と
竹
田
市
民
に
よ
っ

て
築
き
あ
げ
ら
れ
た
友
好
の
絆
が

友
好
交
流
都
市
覚
書
調
印
と
い
う

大
き
な
成
果
に
つ
な
が
り
感
謝
し

て
い
る
。
両
市
に
は
観
光
、
歴
史
、

文
化
の
面
で
類
似
点
が
多
数
あ
り
、

グ
ア
バ
や
マ
ン
ゴ
ー
等
の
特
産
品
は

印
象
に
残
っ
た
。
世
界
的
に
も
珍
し

い
炭
酸
泉
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
運

命
的
な
出
会
い
を
感
じ
る
。
両
市
民

の
交
流
が
日
台
間
の
交
流
モ
デ
ル

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　
今
後
、
竹
田
市
民
と
田
寮
区
民
の

交
流
の
促
進
、
観
光
客
の
誘
致
、
農

産
品
販
売
な
ど
に
つ
い
て
協
力
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

第
９
話

「
環
境
意
識
」

　

U
m
w
eltbew

usstsein

　
前
回
、「
ド
イ
ツ
の
断
熱
が
い
い

家
で
は
ガ
ス
の
節
約
が
で
き
る
」
と

書
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
に
も
環

境
に
優
し
い
様
々
な
取
り
組
み
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　「
エ
コ
」（ökologisch

）
と
い
っ

て
、
環
境
に
優
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
や

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
缶
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
が
必
ず
正
し
く
分
別
さ

れ
る
よ
う
に
「
プ
フ
ァ
ン
ト
」

（Pfand

）
と
い
う
制
度
が
あ
り
、

ビ
ン
等
を
買
う
と
き
に
保
証
金
（
容

器
代
）
を
払
い
、
空
ビ
ン
を
戻
す
と

き
に
そ
の
お
金
が
戻
っ
て
き
ま
す
。

　
ま
た
、
歯
磨
き
等
で
、
水
を
そ
の

ま
ま
流
さ
な
い
で
、
必
要
な
時
だ
け

使
う
意
識
は
、
ド
イ
ツ
人
の
常
識
。

も
ち
ろ
ん
政
府
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
無
駄
な
包
装
（
特
に
お
土

産
品
の
場
合
）
は
、
自
然
に
優
し
い

ド
イ
ツ
の
「
エ
コ
知
識
」
を
見
習
う
べ

き
も
の
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
国
際
交
流
員
レ
ー
ナ
ー
・
ヴ
ァ

ネ
ッ
サ
）

新
た
な「
国
際
交
流
」が
始
ま
る

　１月13日、高雄市田寮区の観光名所 “月世界” において、高雄
市田寮区と観光文化友好交流都市覚書調印式が行われました。

台湾高雄市田寮区と
観光文化友好交流都市覚書調印

↑清原雄風の肖像画

　
い
さ
き
よ
き
か
け
こ
そ
み
ゆ
れ
飛

鳥
河
　
か
は
る
す
か
た
そ
か
つ
は
か

な
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
雄
風

　
清
原
雄
風
は
江
戸
で
活
躍
し
た

岡
藩
の
歌
人
で
す
。

　
延
享
４
年
（
１
７
４
７
）
直
入
郡

志
土
知
村
で
代
々
医
者
を
営
む
森

家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
は
医
者
森

養
節
で
先
祖
は
大
友
家
に
仕
え
て
い

ま
し
た
。
先
祖
の
森
紀
伊
守
政
種
は

清
少
納
言
司
代
原
政
高
の
後
裔
と

い
う
こ
と
も
あ
り
清
原
姓
も
名
乗
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。

　
亨
保
11
年
備
前
岡
山
藩
の
儒

医
、
関
幸
輔
は
岡
藩
四
代
藩
主
中
川

久
恒
の
招
き
に
応
じ
て
岡
藩
城
下

町
杣
谷
に
居
を
構
え
医
術
の
傍
ら

藩
の
子
弟
に
儒
教
の
講
義
を
行
い
ま

し
た
。
や
が
て
藩
主
に
学
問
所
の
経

営
を
申
請
し
杣
谷
の
一
角
に
「
輔
仁

堂
」
の
門
札
を
掲
げ
ま
し
た
。
そ
の

後
藩
校
と
し
て
設
立
さ
れ
た
「
由
学

館
」
の
前
身
で
す
。
同
年
暮
れ
に
初

代
の
幸
輔
は
病
没
し
遺
言
に
よ
っ
て

二
代
目
頭
取
に
な
っ
た
の
は
門
人
の

家
原
彌
助
で
し
た
。
そ
の
後
の
第
三

世
が
森
忠
次
郎
こ
と
清
原
雄
風
で

す
。
雄
風
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
天
性

の
学
問
好
き
で
殊
に
漢
詩
は
優
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
学
問
を
深
め
る
た

め
に
筑
前
福
岡
の
亀
井
南
冥
に
従

学
し
医
術
と
詩
文
を
研
鑽
し
ま
し

た
。
成
績
は
特
に
優
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
そ
の
噂
を
聞
い
た
久
恒
は
岡

藩
校
の
頭
取
に
招
聘
し
た
の
で
す
。

し
か
し
自
由
奔
放
な
性
格
は
岡
藩

に
長
く
収
ま
る
こ
と
が
で
き
ず
、
藩

に
許
可
を
も
ら
い
江
戸
に
行
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
下
総
香
取
（
千
葉

県
香
取
郡
）
や
江
戸
を
さ
す
ら
い
、

や
が
て
加
藤
千
蔭
や
和
歌
の
大
家

で
あ
る
村
田
春
海
ら
と
親
交
を
持
つ

よ
う
に
な
り
、
優
麗
な
江
戸
派
の
歌

風
に
ふ
れ
、
歌
人
と
し
て
の
本
領
を

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　『
類
題
怜
野
集
12
巻
１
万
５
千

首
』
の
編
刊
は
歌
人
と
し
て
の
大
き

な
業
績
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

文
化
７
年
64
歳
で
死
去
。

（
井
上
　
隆
）

参
考
文
献

　
今
村
孝
次
著
『
清
原
雄
風
家
集
』

江戸で活躍した岡藩の歌人　清原雄風

ま
る
ご
と
博
物
館
136

たい わん たか お し でん りょう く

で
ん
り
ょ
う
く

お
う
し
ょ
う
ぶ
ん

き
ょ
め
い
し
ゅ
ん

た
い
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う
ざ
ん

お  

か
ぜ

お かぜ

広報たけた  平成29年2月号 20



ぼくたち・私たちの
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交　流

↑トマト天国で合唱を披露する緑中生徒のみなさん

↑全国山城サミットで地元の「山城」について発表

↑調印をする首藤市長

↑会場は、高雄市田寮区にある観光
名所 “月世界”

←立会人の許銘春高
雄市副市長（写真
中央）、王昌文田
寮区長（写真右）

　
本
校
旧
入
口
に
「
人
生
二
度
な

し
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
「
人
生
門
」
と
呼
ば
れ
る
内
門

が
あ
り
ま
す
。「
人
生
二
度
な
し
」

は
、
哲
学
者
の
森
信
三
先
生
の
言
葉

で
、「
職
業
に
上
下
も
な
け
れ
ば
貴

賤
も
な
い
。
し
か
し
、
人
生
は
一

度
。
ど
う
せ
や
る
な
ら
覚
悟
を
決
め

て
や
り
な
さ
い
。
農
業
を
す
る
な

ら
、
た
だ
作
物
を
つ
く
る
の
で
は
な

く
、
常
に
研
究
心
を
持
っ
て
臨
み
、

い
つ
か
は
、
農
業
を
目
指
す
人
の
手

本
に
な
る
よ
う
な
農
業
を
し
な
さ

い
」
と
い
っ
た
教
え
で
す
。

　
現
在
荻
地
域
は
、
市
内
で
も
若

者
が
多
く
、
元
気
の
よ
い
地
域
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
数
も
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
農
業
を
担
う

若
者
は
、
農
業
に
自
信
と
誇
り
を

持
っ
て
取
り
組
み
、
さ
ら
に
研
究
を

深
め
、
こ
の
地
域
を
西
日
本
有
数
の

野
菜
の
産
地
に
し
ま
し
た
。「
人
生

二
度
な
し
」
の
教
え
が
生
き
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
本
校
の
学
校
教
育
目
標
は
、「
ふ
る

さ
と
荻
に
誇
り
を
持
て
る
、
か
し
こ

く
、
心
豊
か
で
、
た
く
ま
し
い
緑
中

生
」
で
す
。
今
年
度
、
こ
の
目
標
具

現
化
の
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動

を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。
授
業
で
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
育
成
に

重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
協
調
学
習

の
手
法
を
取
り
入
れ
た
授
業
、
全
校

縦
割
り
で
の
集
会
活
動
や
授
業
、
竹

田
南
部
中
と
の

Ｔ
授
業
（
交
流

学
習
）
等
で
、

そ
の
力
を
磨
い

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
郷
土

学
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

文
化
祭
で
は
、

一
年
生
が
郷
土

の
文
化
財
・
産

業
・
人
に
つ
い
て
学
習
し
た
こ
と
を

も
と
に
、「
ふ
る
さ
と
荻
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
演
劇
に
取
り
組
み
、
多
く

の
方
を
感
動
さ
せ
ま
し
た
。
地
域
行

事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
毎
年
、
ふ
る
さ
と
祭
り
で
合
唱

を
披
露
し
、
荻
地
域
体
育
祭
で
運

営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
手
伝
う
な
ど
し

て
、
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
地

域
、
保
護
者
の
学
校
教
育
へ
の
関
心

も
高
く
、
各
種
行
事
へ
の
協
力
は
勿

論
の
こ
と
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

と
し
て
、
お
話
や
指
導
を
し
て
い
た

だ
く
機
会
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
地
域
で
育
ち
、
地
域
を

愛
し
、
地
域
に
誇
り
を
持
ち
、
そ
し

て
自
分
に
自
信
を
持
っ
て
社
会
で

活
躍
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
小
出
久
美
夫
） ↑「人生二度なし」哲学者・森信三

先生の言葉

今
月
の
学
び
舎

　竹
田
市
立
緑
ヶ
丘
中
学
校

　
台
湾
高
雄
市
と
の
交
流
の
き
っ

か
け
は
、
高
雄
市
在
住
の
書
家
陳
世

憲
先
生
と
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
フ
ォ
ー

ス
大
分
の
故
阿
南
福
登
先
生
や
大

塚
邦
彦
先
生
と
の
長
年
の
お
付
き

合
い
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　
高
雄
市
は
、
台
湾
の
最
も
南
に
位

置
す
る
人
口
２
７
９
万
人
の
台
湾
第

２
の
都
市
で
あ
り
、
熱
帯
気
候
の
た

め
冬
で
も
温
暖
で
す
。
田
寮
区
は
、

市
の
北
西
部
に
位
置
し
四
面
を
山

に
囲
ま
れ
た
起
伏
に
富
ん
だ
丘
陵

地
帯
の
面
積
約
90
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
人
口
約
８
０
０
０
人
の
小
さ

な
区
で
す
。

　
田
寮
区
に
は
、
台
湾
で
有
名
な
月

世
界
悪
地
形
と
炭
酸
冷
泉
が
あ

り
、
竹
田
市
に
は
日
本
一
の
炭
酸
泉

と
素
晴
ら
し
い
高
原
地
帯
が
あ
り
、

優
れ
た
自
然
景
観
を
有
し
て
い
る
こ

と
や
農
業
が
主
産
業
で
あ
る
こ
と

な
ど
多
く
の
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。

　
観
光
文
化
友
好
交
流
都
市
覚
書

調
印
式
に
は
、
日
台
交
流
協
会
会

長
や
高
雄
市
議
会
議
員
、
田
寮
区
の

里
長
の
皆
様
を
は
じ
め
、
本
市
訪
問

団
11
名
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
首
藤
勝
次
竹
田
市
長
、
王
昌
文

田
寮
区
長
、
立
会
人
の
許
銘
春
高

雄
市
副
市
長
が
覚
書
に
署
名
、
今

後
の
末
永
い
友
好
交
流
を
誓
い
ま

し
た
。

　
調
印
に
先
立
ち
、
王
昌
文
田
寮
区

長
は
、「
素
晴
ら
し
い
景
観
を
有

し
、
人
情
に
あ
ふ
れ
る
両
市
民
が
文

化
、
観
光
、
教
育
な
ど
の
多
方
面
で

交
流
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
た

い
。
交
流
を
通
し
て
市
民
が
異
文
化

を
体
験
し
さ
ら
に
友
情
を
深
め
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
挨

拶
。
続
い
て
立
会
人
の
許
銘
春
高
雄

市
副
市
長
が
、「
田
寮
区
の
大
崗
山

温
泉
に
は
台
湾
で
も
珍
し
い
良
質

の
炭
酸
泉
が
湧
い
て
い
る
が
、
竹
田

市
に
は
日
本
一
の
炭
酸
泉
で
有
名
な

長
湯
温
泉
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

本
日
の
調
印
式
の
会
場
は
、
国
際
的

な
観
光
地
で
あ
る
〝
月
世
界
〞
で

す
。
素
晴
ら
し
い
景
観
を
有
す
る
両

市
の
友
好
都
市
の
調
印
式
が
最
も

ふ
さ
わ
し
い
会
場
で
行
わ
れ
る
こ
と

に
大
き
な
喜
び
を
感
じ
る
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
最
後
に
首
藤
市

長
は
「
陳
先
生
と
竹
田
市
民
に
よ
っ

て
築
き
あ
げ
ら
れ
た
友
好
の
絆
が

友
好
交
流
都
市
覚
書
調
印
と
い
う

大
き
な
成
果
に
つ
な
が
り
感
謝
し

て
い
る
。
両
市
に
は
観
光
、
歴
史
、

文
化
の
面
で
類
似
点
が
多
数
あ
り
、

グ
ア
バ
や
マ
ン
ゴ
ー
等
の
特
産
品
は

印
象
に
残
っ
た
。
世
界
的
に
も
珍
し

い
炭
酸
泉
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
運

命
的
な
出
会
い
を
感
じ
る
。
両
市
民

の
交
流
が
日
台
間
の
交
流
モ
デ
ル

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　
今
後
、
竹
田
市
民
と
田
寮
区
民
の

交
流
の
促
進
、
観
光
客
の
誘
致
、
農

産
品
販
売
な
ど
に
つ
い
て
協
力
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

第
９
話

「
環
境
意
識
」

　

U
m
w
eltbew

usstsein

　
前
回
、「
ド
イ
ツ
の
断
熱
が
い
い

家
で
は
ガ
ス
の
節
約
が
で
き
る
」
と

書
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
に
も
環

境
に
優
し
い
様
々
な
取
り
組
み
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　「
エ
コ
」（ökologisch

）
と
い
っ

て
、
環
境
に
優
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
や

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
缶
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
が
必
ず
正
し
く
分
別
さ

れ
る
よ
う
に
「
プ
フ
ァ
ン
ト
」

（Pfand

）
と
い
う
制
度
が
あ
り
、

ビ
ン
等
を
買
う
と
き
に
保
証
金
（
容

器
代
）
を
払
い
、
空
ビ
ン
を
戻
す
と

き
に
そ
の
お
金
が
戻
っ
て
き
ま
す
。

　
ま
た
、
歯
磨
き
等
で
、
水
を
そ
の

ま
ま
流
さ
な
い
で
、
必
要
な
時
だ
け

使
う
意
識
は
、
ド
イ
ツ
人
の
常
識
。

も
ち
ろ
ん
政
府
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
無
駄
な
包
装
（
特
に
お
土

産
品
の
場
合
）
は
、
自
然
に
優
し
い

ド
イ
ツ
の
「
エ
コ
知
識
」
を
見
習
う
べ

き
も
の
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
国
際
交
流
員
レ
ー
ナ
ー
・
ヴ
ァ

ネ
ッ
サ
）

新
た
な「
国
際
交
流
」が
始
ま
る

　１月13日、高雄市田寮区の観光名所 “月世界” において、高雄
市田寮区と観光文化友好交流都市覚書調印式が行われました。

台湾高雄市田寮区と
観光文化友好交流都市覚書調印

↑清原雄風の肖像画

　
い
さ
き
よ
き
か
け
こ
そ
み
ゆ
れ
飛

鳥
河
　
か
は
る
す
か
た
そ
か
つ
は
か

な
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
雄
風

　
清
原
雄
風
は
江
戸
で
活
躍
し
た

岡
藩
の
歌
人
で
す
。

　
延
享
４
年
（
１
７
４
７
）
直
入
郡

志
土
知
村
で
代
々
医
者
を
営
む
森

家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
は
医
者
森

養
節
で
先
祖
は
大
友
家
に
仕
え
て
い

ま
し
た
。
先
祖
の
森
紀
伊
守
政
種
は

清
少
納
言
司
代
原
政
高
の
後
裔
と

い
う
こ
と
も
あ
り
清
原
姓
も
名
乗
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。

　
亨
保
11
年
備
前
岡
山
藩
の
儒

医
、
関
幸
輔
は
岡
藩
四
代
藩
主
中
川

久
恒
の
招
き
に
応
じ
て
岡
藩
城
下

町
杣
谷
に
居
を
構
え
医
術
の
傍
ら

藩
の
子
弟
に
儒
教
の
講
義
を
行
い
ま

し
た
。
や
が
て
藩
主
に
学
問
所
の
経

営
を
申
請
し
杣
谷
の
一
角
に
「
輔
仁

堂
」
の
門
札
を
掲
げ
ま
し
た
。
そ
の

後
藩
校
と
し
て
設
立
さ
れ
た
「
由
学

館
」
の
前
身
で
す
。
同
年
暮
れ
に
初

代
の
幸
輔
は
病
没
し
遺
言
に
よ
っ
て

二
代
目
頭
取
に
な
っ
た
の
は
門
人
の

家
原
彌
助
で
し
た
。
そ
の
後
の
第
三

世
が
森
忠
次
郎
こ
と
清
原
雄
風
で

す
。
雄
風
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
天
性

の
学
問
好
き
で
殊
に
漢
詩
は
優
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
学
問
を
深
め
る
た

め
に
筑
前
福
岡
の
亀
井
南
冥
に
従

学
し
医
術
と
詩
文
を
研
鑽
し
ま
し

た
。
成
績
は
特
に
優
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
そ
の
噂
を
聞
い
た
久
恒
は
岡

藩
校
の
頭
取
に
招
聘
し
た
の
で
す
。

し
か
し
自
由
奔
放
な
性
格
は
岡
藩

に
長
く
収
ま
る
こ
と
が
で
き
ず
、
藩

に
許
可
を
も
ら
い
江
戸
に
行
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
下
総
香
取
（
千
葉

県
香
取
郡
）
や
江
戸
を
さ
す
ら
い
、

や
が
て
加
藤
千
蔭
や
和
歌
の
大
家

で
あ
る
村
田
春
海
ら
と
親
交
を
持
つ

よ
う
に
な
り
、
優
麗
な
江
戸
派
の
歌

風
に
ふ
れ
、
歌
人
と
し
て
の
本
領
を

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　『
類
題
怜
野
集
12
巻
１
万
５
千

首
』
の
編
刊
は
歌
人
と
し
て
の
大
き

な
業
績
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

文
化
７
年
64
歳
で
死
去
。

（
井
上
　
隆
）

参
考
文
献

　
今
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風
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』
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市長コラム
〈第90回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味。

人権
シリーズ　No.22

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←大きな夢の実現に向けて！
台湾高雄市・田寮区のみな
さんとの新たな友好交流が
はじまる

台
湾
高
雄
市
・
田
寮
区
と
の
友
好
交
流
締
結

人
生
に
も
、
ま
ち
に
も
歳
に
応
じ
た
初
心
が
あ
る

里
見
菊
雄
さ
ん
に

　
　
　
　「渋
沢
栄
一
賞
」

　
竹
田
市
名
誉
市
民
の
里
見
菊
雄
さ

ん
（
日
本
パ
ー
カ
ラ
イ
ジ
ン
グ
株
式

会
社
取
締
役
名
誉
会
長
・
83
歳
）
が

長
年
に
わ
た
る
優
れ
た
経
営
と
地

域
・
社
会
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
、

「
第
15
回
渋
沢
栄
一
賞
」
の
受
賞
が

決
定
し
ま
し
た
。

　
埼
玉
県
で
は
、
多
く
の
企
業
の
設

立
や
育
成
に
携
わ
る
一
方
で
、
福
祉

や
教
育
な
ど
の
社
会
貢
献
事
業
に
も

尽
力
し
、
近
代
日
本
の
礎
を
築
い
た

渋
沢
栄
一
翁
の
生
き
方
や
功
績
を
顕

彰
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
精
神
を
今

に
受
け
継
ぐ
全
国
の
企
業
経
営
者
に

「
渋
沢
栄
一
賞
」
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

※

広
報
た
け
た
１
月
号
の
市
長
コ
ラ
ム

「
有
由
有
縁
」
に
お
い
て
、
夢
の
紹

介
を
し
た
『
久
住
校
』
の
記
述
の
中

で
、
研
修
棟
と
学
生
寮
が
建
設
予
定

で
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
予
定
ど
お
り
に
進
み
ま

す
が
、「
大
分
県
立
久
住
農
業
高
校
」

と
し
て
独
立
し
て
全
国
公
募
に
向
か

う
の
は
『
今
後
の
期
待
』
で
あ
り
、

そ
う
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
久
住

校
を
育
て
る
市
民
の
会
と
と
も
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
、
新
し
い
年
を
迎
え
て
す
で
に
１
か
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
年
末
年
始
に
は
多
く
の
み
な
さ
ん
と
お
会
い

し
、
ま
た
多
く
の
土
地
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
元
旦
は
、
城
原
神
社
で
行
わ
れ
る
恒
例
の
歳
旦
祭
で

幕
を
開
け
ま
し
た
。
今
年
は
穏
や
か
な
天
気
に
恵
ま
れ
て
神

社
の
関
係
者
と
心
地
よ
い
語
ら
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
し

て
翌
日
は
40
回
を
迎
え
た
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
。
小
中
学
生

の
輝
く
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。
３
日
は
地
域
の
大
先
輩
を

囲
ん
で
真
の
正
月
を
楽
し
み
な
が
ら
、
翌
４
日
は
仕
事
始
め

式
に
。
そ
し
て
、
こ
の
日
か
ら
久
住
・
荻
・
直
入
の
各
地
域

で
新
年
互
礼
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ご
活
躍
の
み
な
さ
ん
と
の
懇
談
。
新
し
い

夢
が
語
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
新
春
の
恒
例
行
事
と
言
え
ば
消
防
の
出
初
式
と
成
人
式
。

安
心
・
安
全
な
一
年
を
祈
り
つ
つ
、
成
人
式
で
は
佐
渡
島
に

流
さ
れ
た
世
阿
弥
の
、「
人
に
は
歳
に
応
じ
た
初
心
が
あ
る
」

と
い
う
言
葉
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い

ま
は
20
歳
の
初
心
、
こ
れ
か
ら
齢
を
重
ね
て
い
っ
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
歳
に
生
ま
れ
た
決
意
を
初
心
と
し
て
大
切
に
生
き

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
た
も
の
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
１
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
台
湾
の
高
雄
市
を

訪
問
。
平
成
10
年
に
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ス
大
分
の
事

業
で
高
雄
市
に
在
住
の
陳
世
憲
先
生
と
竹
田
市
民
の
交
流

が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
は
亡
き
阿
南
福
登
先
生
や
、
い
ま
お

世
話
を
い
た
だ
い
て
い
る
大
塚
邦
彦
先
生
ら
と
の
友
情
が

ベ
ー
ス
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
続
い
た
市
民
交
流
。
と
言
っ
て

も
、
高
雄
市
の
人
口
は
２
７
９
万
人
で
大
分
県
の
倍
以
上
。

地
域
間
交
流
と
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
規
模
が
違
い
過
ぎ

る
の
で
す
が
、
そ
の
こ
と
を
憂
慮
さ
れ
た
高
雄
市
長
の
陳
菊

さ
ん
の
取
り
計
ら
い
で
人
口
１
万
人
に
満
た
な
い
農
村
部
の

『
田
寮
区
』
と
の
交
流
が
実
現
す
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
竹
田
市
は
ド
イ
ツ
の
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ

ン
市
と
30
年
近
い
交
流
を
続
け
て
お
り
、
遠
い
国
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
す
で
に
国
際
姉
妹
都
市
に
な
っ
て
お
り
、
市

民
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
毎
年
中
学
生
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交

流
を
楽
し
ん
で
き
た
実
績
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
私
は
確
信

的
な
喜
び
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
田
寮
区
の
王
昌
文

区
長
さ
ん
は
じ
め
区
役
所
の
み
な
さ
ん
、
そ
し
て
市
民
の
み

な
さ
ん
が
と
て
も
親
密
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
高
雄
市
に

到
着
し
た
私
た
ち
を
駅
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ
て
い
た
の
で

す
。
友
好
の
横
断
幕
は
も
ち
ろ
ん
、
専
用
の
バ
ス
ま
で
準
備

し
て
。
も
う
随
分
前
か
ら
知
り
合
い
で
あ
っ
た
よ
う
な
歓
待

を
受
け
た
の
で
し
た
。

　
式
典
で
は
高
雄
市
の
副
市
長
で
あ
る
許
銘
春
さ
ん
立
会
い

の
下
、
王
区
長
さ
ん
と
私
と
で
調
印
式
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
高
雄
市
38
区
を
把
握
す
る
政
府
民
政
局
の
張
乃

千
局
長
さ
ん
ら
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
と
地
区
の
農
村
婦
人
の

み
な
さ
ん
数
十
名
に
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
模
様
は
そ
の
夜
の
テ
レ
ビ
に
放
映
さ
れ
、
ま
た
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
使
命
を
持
っ
た
竹
田
市
の
チ
ー
ム
の
プ

レ
ゼ
ン
に
は
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（
旅
行
社
）
15
社
、
マ
ス
コ
ミ

５
社
で
総
勢
30
名
が
押
し
か
け
て
く
れ
た
の
で
し
た
。
高
雄

市
長
の
心
配
り
の
表
れ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
高
雄
市
に
は
福
岡
か
ら
飛
行
機
で
１
２
０
分
あ
ま
り
、
２

泊
３
日
で
約
３
万
円
。
と
て
も
気
軽
に
交
流
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
を
教
え
ら
れ
、
先
方
か
ら
の
訪
問
者
が
急
増
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
竹
田
市
か
ら
も
多
く
の
市
民
が
訪
問
す
る

こ
と
に
な
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
ひ
と
つ
、
大
き
な
夢
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
そ
う

で
す
。

（新任）

堀　一壽 氏
竹田市大字次倉3601
番地

（再任）

甲斐小夜子 氏
竹田市大字久保730
番地

（新任）

馬場　幸子 氏
竹田市直入町大字長
湯2261番地

（再任）

白石　京子 氏
竹田市荻町馬場497
番地１

ひ
と
こ
と「
お
母
さ
ん
」と
呼
び
た
い

す
。
ひ
と
こ
と
、「
お
母
さ
ん
」
と

呼
び
た
い
。
で
も
呼
べ
な
い
私
で

す
。

　
今
度
の
裁
判
で
、
や
っ
と
救
わ
れ

ま
し
た
。
控
訴
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

（
平
成
13
年
の
熊
本
地
裁
判
決
後
、
国

に
控
訴
断
念
を
要
請
す
る
際
に
小
泉
首

相
の
前
で
読
ん
だ
西
ト
キ
エ
さ
ん
の
手

記
よ
り
）

＊

　
こ
の
時
か
ら
15
年
を
経
た
昨

年
、
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
だ
っ

た
人
た
ち
の

家
族
が
、
国
の
隔
離
政
策
に
よ
っ
て

自
ら
も
差
別
偏
見
な
ど
の
被
害
を

受
け
た
と
し
て
、
提
訴
に
い
た
り
ま

し
た
。
国
の
隔
離
政
策
に
よ
り
差

別
を
受
け
た
の
は
ハ
ン
セ
ン
病
元

患
者
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

家
族
も
声
を
潜
め
、
苦
難
の
人
生

を
歩
ん
で
来
ま
し
た
。
二
度
と
こ
の

よ
う
な
人
権
侵
害
を
起
こ
し
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
記
事
の
お
問
合
わ
せ
　
竹

田
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

☎
63-

４
８
１
７
（
直
通
）

　
私
が
ハ
ン
セ
ン
病
と
診
断
さ
れ

た
の
は
、
昭
和
24
年
、
19
歳
の
と
き

で
し
た
。
療
養
所
に
行
く
と
決
心

し
た
晩
、
お
父
さ
ん
は
「
や
ら
ん
」

「
残
念
だ
」
と
言
っ
た
き
り
、
も
の

す
ご
く
泣
き
ま
し
た
。
お
母
さ
ん

も
「
一
人
娘
な
の
に
」
と
言
っ
て
、

三
人
で
泣
い
て
泣
い
て
一
晩
過
ご
し

ま
し
た
。
昭
和
26
年
、
21
歳
の
時
に

療
養
所
に
入
り
ま
し
た
。
お
父
さ

ん
は
毎
年
面
会
に
来
て
く
れ
ま
し

た
。
来
る
た
び
に「
ま
だ
帰
れ
ん
か
」

と
聞
い
て
き
ま
し

た
。
入
所
し
て
10

年
以
上
も
経
っ
た

こ
ろ
、
お
父
さ
ん
が「
養
子
を
取
る
」

と
言
い
ま
し
た
。「
仕
方
な
い
な
。

自
分
が
帰
れ
ん
か
ら
」
と
思
い
ま

し
た
。
で
も
「
こ
れ
で
ふ
る
さ
と
に

は
帰
れ
な
い
。
自
分
が
跡
取
り
だ
っ

た
の
に
」
と
思
う
と
泣
け
て
き
ま
し

た
。

　
昭
和
62
年
、
お
父
さ
ん
が
死
に

ま
し
た
。
電
話
で
お
母
さ
ん
は

「
帰
っ
て
く
る
な
」と
言
い
ま
し
た
。

で
も
帰
り
た
か
っ
た
。
何
と
か
お
通

夜
に
間
に
合
い
ま
し
た
。
父
の
遺
体

に「
ご
め
ん
ね
、
ご
め
ん
ね
」と
言
っ

て
泣
き
ま
し
た
。
お
葬
式
で
は
、
私

は
一
番
後
ろ
で
し
た
。
私
が
お
父
さ

ん
に
近
づ
く
の
を
養
子
、
親
戚
も

嫌
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
お
母
さ
ん
と
電
話
す

る
こ
と
は
で
き
て
い
ま
し
た
。
で
も

10
年
位
前
、
親
戚
か
ら
電
話
が
あ

り
、「
も
う
電
話
を
か
け
る
な
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
っ
き
り
お
母

さ
ん
と
は
連
絡
し
て
い
ま
せ
ん
。
お

母
さ
ん
と
会
い
た
い
。
で
も
、
生
き

て
い
る
の
か
、
死
ん
で
い
る
の
か
も

わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
ま
だ
長
引

く
か
も
し
れ
な
い
と
も
聞
き
ま
し

た
。
ど
う
か
私
を
ふ
る
さ
と
に
帰
し

て
く
だ
さ
い
。
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
、
も
う
50

年
た
ち
ま
し
た
。
も
う
長
引
か
せ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
お
願
い
し
ま

　長きにわたり、「人権擁護委員」
として人権の擁護と人権思想の普及
にご尽力された阿南千惠子さん（68
歳・田井）と小野礒江さん（70歳・
神堤）がこの度ご退任をされ、法務
大臣から感謝状が贈られました。
　お二人は「長年務めさせていただ
けたのは、関係者の皆様のご指導の
おかげです。今後は一市民として人
権擁護に努めます」と謝辞を述べま
した。

↑里見菊雄さん

↑阿南さんと小野さん

人権擁護委員２期６年
阿南さんと小野さんに法相感謝状

◎
委
員
の
使
命

（
人
権
擁
護
委
員
法
第
２
条
）

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
て

い
る
国
民
の
基
本
的
人
権
、
即
ち
国
民
が
国

家
社
会
に
お
い
て
幸
福
な
生
活
を
営
む
た
め

に
必
要
な
人
間
と
し
て
の
権
利
が
侵
犯
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
監
視
し
、
も
し
、
こ

れ
が
侵
犯
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
救
済
の
た

め
、
す
み
や
か
に
適
切
な
処
置
を
採
る
と
と

も
に
、
常
に
自
由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に

努
め
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

◎
委
員
の
職
務

（
人
権
擁
護
委
員
法
第
11
条
）

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
上
記
の
使
命
を
果
た

す
た
め
に
、
自
由
人
権
思
想
の
啓
発
活
動
を

行
う
と
と
も
に
、
民
間
に
お
け
る
人
権
擁
護

運
動
の
助
長
に
努
め
、
仮
に
人
権
を
侵
犯
す

る
行
為
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
被
害
者
救

済
の
た
め
に
調
査
及
び
情
報
の
収
集
を
行

い
、
法
務
大
臣
へ
の
報
告
、
関
係
機
関
に
対

す
る
勧
告
等
適
切
な
処
置
を
講
じ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
貧
困
者
に
対
し
て
は
訴
訟
援
助
等

の
手
続
き
を
講
じ
る
等
、
国
民
の
人
権
擁
護

の
任
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

竹
田
市
人
権
擁
護
委
員

甲
斐
さ
ん
ほ
か
３
名
に
委
嘱

　
昨
年
、
９
月
議
会
に
お
い
て
竹
田
市

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
適
任

と
決
定
さ
れ
た
次
の
４
名
の
方
に
、
１

月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

さ
と   

み    

き
く   

お

た
い

わ
ん

た
か

お

し

で
ん

り
ょ
う

く

ち
ん
せ
い
け
ん

ち
ん
き
く

ち
ょ
う
の

せ
ん

き
ょ
め
い
し
ゅ
ん

お
う
し
ょ
う
ぶ
ん

ほり かずとし か い さ よ こ

ば ば さち こ しらいし きょうこ
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市長コラム
〈第90回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味。

人権
シリーズ　No.22

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←大きな夢の実現に向けて！
台湾高雄市・田寮区のみな
さんとの新たな友好交流が
はじまる

台
湾
高
雄
市
・
田
寮
区
と
の
友
好
交
流
締
結

人
生
に
も
、
ま
ち
に
も
歳
に
応
じ
た
初
心
が
あ
る

里
見
菊
雄
さ
ん
に

　
　
　
　「渋
沢
栄
一
賞
」

　
竹
田
市
名
誉
市
民
の
里
見
菊
雄
さ

ん
（
日
本
パ
ー
カ
ラ
イ
ジ
ン
グ
株
式

会
社
取
締
役
名
誉
会
長
・
83
歳
）
が

長
年
に
わ
た
る
優
れ
た
経
営
と
地

域
・
社
会
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
、

「
第
15
回
渋
沢
栄
一
賞
」
の
受
賞
が

決
定
し
ま
し
た
。

　
埼
玉
県
で
は
、
多
く
の
企
業
の
設

立
や
育
成
に
携
わ
る
一
方
で
、
福
祉

や
教
育
な
ど
の
社
会
貢
献
事
業
に
も

尽
力
し
、
近
代
日
本
の
礎
を
築
い
た

渋
沢
栄
一
翁
の
生
き
方
や
功
績
を
顕

彰
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
精
神
を
今

に
受
け
継
ぐ
全
国
の
企
業
経
営
者
に

「
渋
沢
栄
一
賞
」
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

※

広
報
た
け
た
１
月
号
の
市
長
コ
ラ
ム

「
有
由
有
縁
」
に
お
い
て
、
夢
の
紹

介
を
し
た
『
久
住
校
』
の
記
述
の
中

で
、
研
修
棟
と
学
生
寮
が
建
設
予
定

で
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
予
定
ど
お
り
に
進
み
ま

す
が
、「
大
分
県
立
久
住
農
業
高
校
」

と
し
て
独
立
し
て
全
国
公
募
に
向
か

う
の
は
『
今
後
の
期
待
』
で
あ
り
、

そ
う
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
久
住

校
を
育
て
る
市
民
の
会
と
と
も
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
、
新
し
い
年
を
迎
え
て
す
で
に
１
か
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
年
末
年
始
に
は
多
く
の
み
な
さ
ん
と
お
会
い

し
、
ま
た
多
く
の
土
地
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
元
旦
は
、
城
原
神
社
で
行
わ
れ
る
恒
例
の
歳
旦
祭
で

幕
を
開
け
ま
し
た
。
今
年
は
穏
や
か
な
天
気
に
恵
ま
れ
て
神

社
の
関
係
者
と
心
地
よ
い
語
ら
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
し

て
翌
日
は
40
回
を
迎
え
た
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
。
小
中
学
生

の
輝
く
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。
３
日
は
地
域
の
大
先
輩
を

囲
ん
で
真
の
正
月
を
楽
し
み
な
が
ら
、
翌
４
日
は
仕
事
始
め

式
に
。
そ
し
て
、
こ
の
日
か
ら
久
住
・
荻
・
直
入
の
各
地
域

で
新
年
互
礼
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ご
活
躍
の
み
な
さ
ん
と
の
懇
談
。
新
し
い

夢
が
語
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
新
春
の
恒
例
行
事
と
言
え
ば
消
防
の
出
初
式
と
成
人
式
。

安
心
・
安
全
な
一
年
を
祈
り
つ
つ
、
成
人
式
で
は
佐
渡
島
に

流
さ
れ
た
世
阿
弥
の
、「
人
に
は
歳
に
応
じ
た
初
心
が
あ
る
」

と
い
う
言
葉
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い

ま
は
20
歳
の
初
心
、
こ
れ
か
ら
齢
を
重
ね
て
い
っ
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
歳
に
生
ま
れ
た
決
意
を
初
心
と
し
て
大
切
に
生
き

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
た
も
の
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
１
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
台
湾
の
高
雄
市
を

訪
問
。
平
成
10
年
に
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ス
大
分
の
事

業
で
高
雄
市
に
在
住
の
陳
世
憲
先
生
と
竹
田
市
民
の
交
流

が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
は
亡
き
阿
南
福
登
先
生
や
、
い
ま
お

世
話
を
い
た
だ
い
て
い
る
大
塚
邦
彦
先
生
ら
と
の
友
情
が

ベ
ー
ス
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
続
い
た
市
民
交
流
。
と
言
っ
て

も
、
高
雄
市
の
人
口
は
２
７
９
万
人
で
大
分
県
の
倍
以
上
。

地
域
間
交
流
と
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
規
模
が
違
い
過
ぎ

る
の
で
す
が
、
そ
の
こ
と
を
憂
慮
さ
れ
た
高
雄
市
長
の
陳
菊

さ
ん
の
取
り
計
ら
い
で
人
口
１
万
人
に
満
た
な
い
農
村
部
の

『
田
寮
区
』
と
の
交
流
が
実
現
す
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
竹
田
市
は
ド
イ
ツ
の
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ

ン
市
と
30
年
近
い
交
流
を
続
け
て
お
り
、
遠
い
国
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
す
で
に
国
際
姉
妹
都
市
に
な
っ
て
お
り
、
市

民
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
毎
年
中
学
生
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交

流
を
楽
し
ん
で
き
た
実
績
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
私
は
確
信

的
な
喜
び
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
田
寮
区
の
王
昌
文

区
長
さ
ん
は
じ
め
区
役
所
の
み
な
さ
ん
、
そ
し
て
市
民
の
み

な
さ
ん
が
と
て
も
親
密
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
高
雄
市
に

到
着
し
た
私
た
ち
を
駅
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ
て
い
た
の
で

す
。
友
好
の
横
断
幕
は
も
ち
ろ
ん
、
専
用
の
バ
ス
ま
で
準
備

し
て
。
も
う
随
分
前
か
ら
知
り
合
い
で
あ
っ
た
よ
う
な
歓
待

を
受
け
た
の
で
し
た
。

　
式
典
で
は
高
雄
市
の
副
市
長
で
あ
る
許
銘
春
さ
ん
立
会
い

の
下
、
王
区
長
さ
ん
と
私
と
で
調
印
式
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
高
雄
市
38
区
を
把
握
す
る
政
府
民
政
局
の
張
乃

千
局
長
さ
ん
ら
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
と
地
区
の
農
村
婦
人
の

み
な
さ
ん
数
十
名
に
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
模
様
は
そ
の
夜
の
テ
レ
ビ
に
放
映
さ
れ
、
ま
た
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
使
命
を
持
っ
た
竹
田
市
の
チ
ー
ム
の
プ

レ
ゼ
ン
に
は
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（
旅
行
社
）
15
社
、
マ
ス
コ
ミ

５
社
で
総
勢
30
名
が
押
し
か
け
て
く
れ
た
の
で
し
た
。
高
雄

市
長
の
心
配
り
の
表
れ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
高
雄
市
に
は
福
岡
か
ら
飛
行
機
で
１
２
０
分
あ
ま
り
、
２

泊
３
日
で
約
３
万
円
。
と
て
も
気
軽
に
交
流
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
を
教
え
ら
れ
、
先
方
か
ら
の
訪
問
者
が
急
増
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
竹
田
市
か
ら
も
多
く
の
市
民
が
訪
問
す
る

こ
と
に
な
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
ひ
と
つ
、
大
き
な
夢
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
そ
う

で
す
。

（新任）

堀　一壽 氏
竹田市大字次倉3601
番地

（再任）

甲斐小夜子 氏
竹田市大字久保730
番地

（新任）

馬場　幸子 氏
竹田市直入町大字長
湯2261番地

（再任）

白石　京子 氏
竹田市荻町馬場497
番地１

ひ
と
こ
と「
お
母
さ
ん
」と
呼
び
た
い

す
。
ひ
と
こ
と
、「
お
母
さ
ん
」
と

呼
び
た
い
。
で
も
呼
べ
な
い
私
で

す
。

　
今
度
の
裁
判
で
、
や
っ
と
救
わ
れ

ま
し
た
。
控
訴
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

（
平
成
13
年
の
熊
本
地
裁
判
決
後
、
国

に
控
訴
断
念
を
要
請
す
る
際
に
小
泉
首

相
の
前
で
読
ん
だ
西
ト
キ
エ
さ
ん
の
手

記
よ
り
）

＊

　
こ
の
時
か
ら
15
年
を
経
た
昨

年
、
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
だ
っ

た
人
た
ち
の

家
族
が
、
国
の
隔
離
政
策
に
よ
っ
て

自
ら
も
差
別
偏
見
な
ど
の
被
害
を

受
け
た
と
し
て
、
提
訴
に
い
た
り
ま

し
た
。
国
の
隔
離
政
策
に
よ
り
差

別
を
受
け
た
の
は
ハ
ン
セ
ン
病
元

患
者
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

家
族
も
声
を
潜
め
、
苦
難
の
人
生

を
歩
ん
で
来
ま
し
た
。
二
度
と
こ
の

よ
う
な
人
権
侵
害
を
起
こ
し
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
記
事
の
お
問
合
わ
せ
　
竹

田
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

☎
63-

４
８
１
７
（
直
通
）

　
私
が
ハ
ン
セ
ン
病
と
診
断
さ
れ

た
の
は
、
昭
和
24
年
、
19
歳
の
と
き

で
し
た
。
療
養
所
に
行
く
と
決
心

し
た
晩
、
お
父
さ
ん
は
「
や
ら
ん
」

「
残
念
だ
」
と
言
っ
た
き
り
、
も
の

す
ご
く
泣
き
ま
し
た
。
お
母
さ
ん

も
「
一
人
娘
な
の
に
」
と
言
っ
て
、

三
人
で
泣
い
て
泣
い
て
一
晩
過
ご
し

ま
し
た
。
昭
和
26
年
、
21
歳
の
時
に

療
養
所
に
入
り
ま
し
た
。
お
父
さ

ん
は
毎
年
面
会
に
来
て
く
れ
ま
し

た
。
来
る
た
び
に「
ま
だ
帰
れ
ん
か
」

と
聞
い
て
き
ま
し

た
。
入
所
し
て
10

年
以
上
も
経
っ
た

こ
ろ
、
お
父
さ
ん
が「
養
子
を
取
る
」

と
言
い
ま
し
た
。「
仕
方
な
い
な
。

自
分
が
帰
れ
ん
か
ら
」
と
思
い
ま

し
た
。
で
も
「
こ
れ
で
ふ
る
さ
と
に

は
帰
れ
な
い
。
自
分
が
跡
取
り
だ
っ

た
の
に
」
と
思
う
と
泣
け
て
き
ま
し

た
。

　
昭
和
62
年
、
お
父
さ
ん
が
死
に

ま
し
た
。
電
話
で
お
母
さ
ん
は

「
帰
っ
て
く
る
な
」と
言
い
ま
し
た
。

で
も
帰
り
た
か
っ
た
。
何
と
か
お
通

夜
に
間
に
合
い
ま
し
た
。
父
の
遺
体

に「
ご
め
ん
ね
、
ご
め
ん
ね
」と
言
っ

て
泣
き
ま
し
た
。
お
葬
式
で
は
、
私

は
一
番
後
ろ
で
し
た
。
私
が
お
父
さ

ん
に
近
づ
く
の
を
養
子
、
親
戚
も

嫌
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
お
母
さ
ん
と
電
話
す

る
こ
と
は
で
き
て
い
ま
し
た
。
で
も

10
年
位
前
、
親
戚
か
ら
電
話
が
あ

り
、「
も
う
電
話
を
か
け
る
な
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
っ
き
り
お
母

さ
ん
と
は
連
絡
し
て
い
ま
せ
ん
。
お

母
さ
ん
と
会
い
た
い
。
で
も
、
生
き

て
い
る
の
か
、
死
ん
で
い
る
の
か
も

わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
ま
だ
長
引

く
か
も
し
れ
な
い
と
も
聞
き
ま
し

た
。
ど
う
か
私
を
ふ
る
さ
と
に
帰
し

て
く
だ
さ
い
。
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
、
も
う
50

年
た
ち
ま
し
た
。
も
う
長
引
か
せ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
お
願
い
し
ま

　長きにわたり、「人権擁護委員」
として人権の擁護と人権思想の普及
にご尽力された阿南千惠子さん（68
歳・田井）と小野礒江さん（70歳・
神堤）がこの度ご退任をされ、法務
大臣から感謝状が贈られました。
　お二人は「長年務めさせていただ
けたのは、関係者の皆様のご指導の
おかげです。今後は一市民として人
権擁護に努めます」と謝辞を述べま
した。

↑里見菊雄さん

↑阿南さんと小野さん

人権擁護委員２期６年
阿南さんと小野さんに法相感謝状

◎
委
員
の
使
命

（
人
権
擁
護
委
員
法
第
２
条
）

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
て

い
る
国
民
の
基
本
的
人
権
、
即
ち
国
民
が
国

家
社
会
に
お
い
て
幸
福
な
生
活
を
営
む
た
め

に
必
要
な
人
間
と
し
て
の
権
利
が
侵
犯
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
監
視
し
、
も
し
、
こ

れ
が
侵
犯
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
救
済
の
た

め
、
す
み
や
か
に
適
切
な
処
置
を
採
る
と
と

も
に
、
常
に
自
由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に

努
め
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

◎
委
員
の
職
務

（
人
権
擁
護
委
員
法
第
11
条
）

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
上
記
の
使
命
を
果
た

す
た
め
に
、
自
由
人
権
思
想
の
啓
発
活
動
を

行
う
と
と
も
に
、
民
間
に
お
け
る
人
権
擁
護

運
動
の
助
長
に
努
め
、
仮
に
人
権
を
侵
犯
す

る
行
為
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
被
害
者
救

済
の
た
め
に
調
査
及
び
情
報
の
収
集
を
行

い
、
法
務
大
臣
へ
の
報
告
、
関
係
機
関
に
対

す
る
勧
告
等
適
切
な
処
置
を
講
じ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
貧
困
者
に
対
し
て
は
訴
訟
援
助
等

の
手
続
き
を
講
じ
る
等
、
国
民
の
人
権
擁
護

の
任
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

竹
田
市
人
権
擁
護
委
員

甲
斐
さ
ん
ほ
か
３
名
に
委
嘱

　
昨
年
、
９
月
議
会
に
お
い
て
竹
田
市

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
適
任

と
決
定
さ
れ
た
次
の
４
名
の
方
に
、
１

月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

さ
と   

み    

き
く   

お

た
い

わ
ん

た
か

お

し

で
ん

り
ょ
う

く

ち
ん
せ
い
け
ん

ち
ん
き
く

ち
ょ
う
の

せ
ん

き
ょ
め
い
し
ゅ
ん

お
う
し
ょ
う
ぶ
ん

ほり かずとし か い さ よ こ

ば ば さち こ しらいし きょうこ
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100歳いつまでもお元気で

！アッパレ！
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誕生日　親
（地区・自治会）

平成28年
２月生まれ

〇人権標語の部
小学生の部・優秀賞　
「きみのこと　ひとりにしない

　ぜったいに」
中村夢希（荻小６年）

 「いじわるで　みんなの笑顔　
消さないで」

佐竹拓樹（宮城台小５年）

中学生の部・優秀賞
 「『やめようよ』と言える勇気

　自分から」
本田大地（竹田中２年）

「僕たちが 生まれた奇跡　宝物」
羽田野瑞貴（久住中３年）

平成28年度竹田市「人権を守り、差別をなくす」
小・中学生人権標語・ポスターの主な入賞作品
をご紹介します。（敬称略）

２
2017  No.143

夢
を
の
せ
て
未
来
へ

郷土の植物 （334）

第143回
阿孫  久見

コショウノキ（ジンチョウゲ科）

　
低
地
や
丘
陵
地
の
木
も
れ
日
の

さ
す
半
陰
地
の
林
内
に
生
育
す
る

高
さ
１
㍍
ほ
ど
の
雌
雄
異
株
の
樹

皮
が
紫
褐
色
の
常
緑
小
低
木
で
す
。

　
互
生
の
葉
は
全
縁
で
表
面
は
光

沢
が
あ
る
長
楕
円
形
で
先
が
と
が

り
、
革
質
で
す
が
柔
ら
か
く
細
い

枝
先
に
集
ま
っ
て
つ
き
ま
す
。
葉

の
長
さ
は
16
㌢
、
幅
が
４
㌢
ほ
ど

で
す
。

　
日
中
の
気
温
が
15
度
く
ら
い
に

上
が
る
早
春
の
頃
、
枝
先
に
径

６
㍉
ほ
ど
の
白
い
芳
香
の
あ
る
が

く
が
花
弁
に
見
え
る
長
さ
１
・
５
㌢

ほ
ど
の
筒
形
の
花
を
頭
状
に
10
個

内
外
咲
か
せ
ま
す
。
花
の
先
は
４

裂
し
外
側
に
毛
が
あ
り
ま
す
。
花

の
後
、
初
夏
に
径
７
㍉
、
長
さ

１
㌢
ほ
ど
の
橙
赤
色
か
ら
赤
色
に

変
色
す
る
果
実
（
写
真
）
を
５
〜

６
個
つ
け
ま
す
。

　
和
名
の
由
来
は
５
月
下
旬
に
熟

し
た
楕
円
状
球
形
の
果
実
を
噛
む

と
非
常
に
辛
い
の
で
胡
椒
の
木
の

名
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
実
は
実

際
に
は
辛
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
竹
田
で
は
里
山
の
ス
ギ
人
工
林

な
ど
の
林
床
が
開
け
た
林
内
で
観

察
さ
れ
ま
す
が
、
個
体
は
と
て
も

少
な
い
で
す
。
花
期
は
３
月
で
す
。

中
学
生
の
部
・
優
秀
賞

廣
末
美
咲
（
竹
田
中
２
年
）　

中
学
生
の
部
・
優
秀
賞
　

姫
野
恵
理
子
（
竹
田
中
２
年
）

〇人権ポスターの部

小学生の部・優秀賞
後藤朱里（荻小５年）
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